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序

文化財というと一般に国や地方公共団体が文化財として指定しているものだけを指すと考え

ている方も多いのではないでしょうか。本来の意味で文化財とは、「人類発生から今日に至るま

で行われてきた生活活動の産物及び長い間人類が生活を営むためのベースとなった自然環境の

うちで現代社会において歴史的・学問的価値の高い、人類にとってかけがえのない貴重な共有

財産の総称」です。換言すれば、一度失ったら再び得ることのできない先人の築いた知恵の証

し及び大自然の生命の証しということができます。したがって、私たち文化財保護行政を推進

ていく者をはじめ、現代に生きる者全てはこのようなかけがえのない貴重な文化財を次の世代

に継承していく使命を負っているわけです。

当委員会では今年度も開発行為に伴う発掘調査に追われながらも埋蔵から一般までの文化財

の保護に一定の成果を上げるとともに、数々の行事を通して市民の文化財への関心を一層高め

てきました。

本書では、昭和56年度に行ってきた文化財保護行政の事業内容の概要報告及び小規模開発に

伴う発掘調査慨報、そして美術工芸関係の調査慨報をまとめたものです。

最後に、当市教育委員会の文化財保護行政に対して今後とも多大な御指導、御協力を賜りま

すよう御願い申し上げます。

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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1.本書は、仙台市教育委員会社会教育課文化財管理係・文化財調査係が昭和56年度に行なっ

た文化財の調査、文化財保護思想の普及・啓蒙活動、文化財保護管理に関する各種事業につ

いての年度報告書である。

2.調査穀告のうち埋蔵文化財関係は、昭和56年度実施した発掘調査のうち独自に概報もしく

は報告書にまとめるに至らなかった小規模な発掘調査 3作の概報を掲載した。

3.「仏像彫刻緊急実態調査Ⅱ」及び「仙兵院仏像調査慨報」については、仏像彫刻の実態調査

終了後本報告書を刊行する計画である。

4.本書の編集には文化財管理係渡辺洋一、文化財調査係加藤正範・金森安孝 。長島栄―があ

たつたが、係員全員の協力をあおいだ。

ロ



IB事業報告

1.管 理 関係

(1)一般文化財

1)文化財保護委員会

本年は、委員の専門別に建造物・美術工芸ほか 8部門の仙台市指定文化財候補物件小委員会

が構成され、それぞれの小委員会別に新たな文化財の指定に向けて調査が開始された。また、

本年度行なって来た発掘調査についてなどの協議も合わせて行なわれた。
フ
なお、同委員のうち仙台市議会代表の西塚凱歌郎委員 (昭56.11.11没 )、 自然科学 (地匈

担当の奥津春生委員 (昭57.1.14没)の二人の委員が逝去され、その後任として浅野継男委

員 (仙台市議会代表、昭57.1.1付)が委嘱された。

2)文化財パンフレット

今年は、昨年までの古建築編に替えて彫刻編の第 1回 として「仙台市の仏像彫亥JI(女日来部)」

と銘うち、在仙の寺院に安置されている仏像彫刻のうち如来部の主要なものをピックアップし

て掲載した。また、「仙台市の古建築 I(明治以前)」 (昭和54年 3月 31日初版発行)、「仙台市の古

建築Ⅱ (明治以降)」 (日召和55年 3月 31日初版発行の重版を合わせて行なわれた。

3)説明板・標柱の設置

今年度は郡山遺跡・正楽寺本堂・保春院墓などの説明板 3基、大崎八幡神社大元堂の標柱 1

基の新設及び、郡山遺跡 (地図)、 五本松窯跡の説明板 2基、千人塚古墳の標柱 1基の補修の計

7基の設置を行なった。

4)辻標の設置

市制施行八十八周年記念事業の一環として、由緒ある町名・通名の辻標設置を次のとおり実

施した。

ショウケイビル前 (田町・清水小路)東六番丁小学校前 (東六番丁・花京院通)

5)文化財めぐり

仙台市内にある文化財の見学を通じて、市民の文化財に対する認識を深め、文化財の保護思

想の普及をはかるため、第 4回 (大人対象 2回、子供対象 2回)の文化財めぐりを下記により

実施した。

女↓  象 大 人 (第 1回 ) 小 供 (第 1耐 供 (第 2回 ) 大 人 (第 2回 )

月  日 5.24(日 ) 7.24(金) 8 20(本 ) l (日 )

コース 東光寺・岩切城 堤町・台原方面 郡山方面 北山 ,新坂通方面

講 師
小井川和夫

(宮城県教育委員会

文化財保護課技自E

隆

彦

裕

茂

篠

藝

篠

繭

木村浩二

青沼一民

長島栄一

逸見英夫

(郷土史家)



6)文化財講座

昭和57年 3月 6日 ・13日 ・20日 の三回にわたって「仏像彫刻について」というテーマで下記

により実施 した。

第一部講演会 (13:30～ 15:00) 第二部シンポジウム (15:15～16:30)

第

一
回
講師 岩佐 光晴 (東北大学文学部助手)
演目 仏像彫刻について (概説)

司会 渡辺 洋一
佐藤  泰(仙台市博物館学芸員)
新庄屋元晴

岡崎 修子
岩佐 光晴

小林 広美 (ア シスタント)

第
二
回
％

師

目

講

演

渡辺洋一(仙台市教育委員会社会教育課)

仙台市の仏像彫刻

第
二
回
％ 警騒昌吾姦抵辱露財歌整票ぽ需邑査)
師

目

講

演

7)伊達屋敷解体保存工事

昭和55年 7月 22日付で聖ウルスラ学院より伊達屋敷を寄付採納し、昭和56年 6月 3日 から解

体工事を実施、同年 8月 30日 に完了した。現在、燕沢小学校前の市有地に格納庫を建設して保

存している。

8)文化財分布調査

昨年に引き続いて仙台市内にある文化財の基本台帳整備のための確認調査を実施した。

9)文化財防災施設保守点検

例年のとおり、 1月 26日 の文化財防火デーを中心として、前後に事前査察 (昭57.1.20。

21。 22日 の三日間)と 防災訓練 (昭57.1.26)が行なわれた。

10)指定文化財の維持管理

昭和56年 8月 に遠見塚古墳の除草清掃と陸奥国分尼寺跡の樹木剪定、 8。 9月 に各 1回陸奥

国分寺跡の樹木消毒を行なった。

11)(仮称)原始古代村基本構想事業

昭和55年度に発掘調査された上田上ノ台遺跡の保存とその活用をはかることを目的として、

今年度より始まった事業で、(仮称)原始古代村の′烏欧図の作成を行なった。

(2)補助事業

◎市費補助事業

1)善応寺開山堂修理事業

仙台市指定有形文化財善応寺開山堂 (昭43.2.15指定)のハ喰壁が6月 の長雨の際破損し

たため、その災害復旧事業として、壁の補修工事が行なわれた。

◎県費補助事業

1)指定文化財管理事業



国指定文化財の大崎八幡ネ申社・仙台東照宮・陸奥国分寺薬師堂の三件について、防災施設保

守点検、小修理といった維持管理に対しての補助が行なわれた。

2)無形文化財保存事業

宮城県指定無形文化財の館山甲午氏 (平曲技術保持者)、 甲田綾郎氏 (精好仙台平技術保持者)、

及び大崎八幡神社能神楽 (無形民俗文化財)保存会の二人一団体に対し
｀
技術保持に対する補

助が行なわれた。

◎国庫補助事業

1)仙台東照宮防災事業

文化庁建造物課の指導のもとに、仙台東照宮の施設に対し、火災報知設備、避雷針設備、放

水銃等の消火設備の総合防災設備の設置工事が行なわれた。

2)史跡陸奥国分寺跡土地買上げ事業

目的 :史跡陸奥国分寺跡の保存保護を図るため、史跡指定地の公有化を図る。

土地公有化の実績 :土地の公有化は昭和43年度から着手し、昭和56年度末まで社寺所有地を中

心に主要堂塔跡約175.50∬ の公有化を実施している。

今年度の事業 :今年度は、東辺築地上と南辺築地上の民家各一棟と国分寺宝物館宝物館敷地、

准砥観音堂周辺の土地合せて2250.5∬ の公有化を実施した。

今後の事業予定 :昭和57年度は民家 3軒について買上げを予定している。今後の事業の最終日

標は史肋指定地内全域の公有化を図ることであるが、現実には諸条件がから

むため困難が多く、現状変更に伴う買取り請求の都度対応していくなど、段

階的にすすめざるを得ない。

3)史跡遠見塚古墳土地上げ事業

目的 :史跡遠見塚古墳の保存保護を図るために公有化し、合わせて市民の活用に供するため、史

跡にふさわしい状態に整備する。

土地の公有化 :当初指定面積17.500∬ の一部バイパス用地約50∬ を除き、昭和43年度から昭和

48年度までに買収か完了している。今年は昭和55年度に追加指定された主軸線

北西部444.66∬ の公有化を実施した。このことにより、史跡指定地内の買収は

バイパス用地を除き、全て完了した。

今後の事業予定 :今後は、古墳周辺部東側の整備と墳丘部の整備工事が残されるのみとなり、

昭和57年度は古墳主体部の発掘調査と後円部の土盛り工事を実施する予定で

ある。

4)郡山遺跡他の発掘調査事業

郡山遺跡範囲確認調査



本年度は昭和55年度から開始された緊急範囲確認調査 5ヶ 年計画の第 2年次にあたる。55年

度に発見された推定方四町外郭の南辺 。南西コーナーに引き続き、東・西・北の外郭線確認調

査と、推定方四町官衛域の南外側に位置する古瓦散布地を中心とする地区の遺構確認調査を目

的に発掘調査を実施した。発掘調査は7月 22日 より12月 28日 まで行われ、調査面積は1,310ゴ

である。調査の結果、推定方四町官衡域は北辺を除く外郭各辺が明らかになり、南辺柵木列は

四町 (428m)であることが確定し、西辺で新たに櫓建物跡が 1棟発見された。また、古瓦散

布地からは東西長32m以上にも及ぶ版築基壇が発見され、多量の瓦に混じって鴎尾の破片が発

見されたことから寺院の中枢部であることが考えられるに至った。さらに方二町と考えられる

寺域の東側では大形の井戸跡内より多数の土器・瓦 。鴎尾に混じって、寺院に関係したとみら

れる木簡が 3点発見され、追跡が7C末～8C初めの官衛と寺院によって構成されていたこと

が明らかになった。

北前遺跡範囲確認調査

仙台市山田字北前に所在する縄文時代の集落遺跡で、農地改良に伴い、追跡の範囲確認を目

的として発掘調査 を実施 した。発掘調査は9月 1日 より12月 28日 まで行なわれ、調査面積は

1,322ポ である。調査の結果、旧石器時代前期・後期、縄文時代早期 。前期・中期、平安時代、江

戸時代後期の各時期の遺構が発見され、長期間にわたる複合遺跡であることが判明した。発見

された追構は竪穴住居跡12棟、竪穴遺構 1基、土獲69基、濤肋 8条、工房跡 1棟などである。

前期旧石器の存在が、県内では山田上ノ台遺跡、座散乱本遺跡 (岩出山町)に次いで確認さ

れ、山田上ノ台遺跡と隣接していることから、両者の一体性が伺える貴重な発見となった。ま

た、縄文時代早期に属するとみられる竪貞住居跡が 8棟発見され、これまで資料が非常に数少

なかったこの時期の集落遺跡や遺物を考える上で、大きな成果をもたらした。

仙台平野の遺跡群発掘調査

仙台平野に分布する遺跡群にかかる個人の小規模な開発 (個人住宅の建築等)に伴う発掘調

査を目的とした第 1年次にあたる。今年度は提出された発掘届の中から、堤町窯跡 B地点、史

跡陸奥国分寺跡、上野遺跡、郡山遺跡 (4件)の 4遺跡 7件について発掘調査を実施した。発

掘調査は8月 より12月 にかけて行われ、調査面積は124言 である。調査の結果、既に煙減して

いたと考えられていた堤町窯跡 B地点からは、窯に関連した土墳、ピット、濤跡が検出され、

多くの瓦、土器が出土し、陸奥国分寺などに瓦を供給していたことが確認された。他の三追跡

の調査でも、遺跡の範囲・性格把握という点で大きな成果を得ることができた。本事業は、年

年増加しつつある遺跡の発掘届に対して行政的に対処していくために、貴重な事業といえる。



2.調 査 関係

(昭和56年度)埋蔵文化財発掘調査事業概要

昭和56年度の発掘調査事業は、公共事業関連では仮称西中田小学校建設工事に伴う栗追跡の

調査、大形体育館建設工事に伴う山口遺跡の調査、高速鉄道南北線建設工事に伴う六反田、泉

崎浦、仮称下ノ内遺跡の調査と山口追跡の範囲確認調査、下水管埋設工事に伴う岩切畑中遺跡

の調査、青葉学園建設工事に伴う南小泉追跡の調査、都市計画街路川内～南小泉線の建設工事

に伴う南小泉追跡の調査、茂庭団地造成に伴う梨野A追跡の調査がある。

民間開発事業 (個人開発を含む)では、今泉城跡、兼沢遺跡、郡山追跡の調査を実施した。

また、国庫補助関連の事業としては、郡山遺跡の緊急範囲確認調査 (5ヶ 年計画の 2年次)、 北

前遺跡の農地改良に伴う調査、仙台平野に分布する追跡内の小規模開発 (個人住宅等)に関連

する調査があり、それぞれに調査成果を上げることができた。

①栗追跡は、名取川の形成した標高9m前後の自然堤防上において、古墳時代後期 (栗囲式

期)に属する堅穴住居肋23軒の検出。

②山口遺跡では、奈良～平安時代の住居跡の発見と縄文、弥生時代の包含層の確認。

③沖積地に位置する仮称下ノ内追跡は縄文時代後期、平安時代の堅穴住居跡の発見。

④今泉城跡では、城館に関係すると考えられる、鎌倉時代後半～室町時代にかけての掘立柱

建物跡、内堀と思われる堀跡、井戸跡、濤等の検出。

⑤南小泉遺跡では、古墳～平安時代の集落跡が発見され、中でも平安時代の住居跡に伴う貯

蔵穴から多くの墨書土器が出土した。

⑥梨野A追跡では、縄文時代後期の堅穴住居跡が発見され、史跡公園建設のための貴重な資

料を得ることができた。

⑦燕沢遺跡では、掘立柱建物跡の発見と瓦の出土から、今まで考えられていた官衛か寺院跡

の可能性が強くなった。

③郡山遺跡は、東辺と西辺にltB木列と大濤が発見され、南辺長428m(一町=107m)で ある

ことが半j明 し、西辺では方四町コーナー部以外にも、櫓建物が設けられていたことが確認され

た。宮衛域南方の調査では、方二町の寺院域と考えられる区割があり、その中央部分から、寺

の講堂もしくは、僧房と考えられる版築の基壇建物跡が発見された。また、この中央地区には

鴎尾ののせられている建物があったことが確認された。寺院域東辺部では、堅穴住居跡が集中

し、この地区の井戸跡から寺院に関係する木筒が 3点発見され、 1点は写経の際に使用された

「定木」であることが確認された。来年度は、官衡域内の調査を予定しており、多賀城以前の

古代東北の歴史を解明する点で、大きな成果を提供してくれるものと期待される。

③北前遺跡は、縄文時代早期堅穴住居跡8軒が検出され、集落構造を知る重要な資料を得た



こと。また、台地を覆う赤褐色火山灰とその下層の調査も行われ、旧石器時代の文化層が確認

され、その中に、前期旧石器時代文化層の存在が判明したことにより、この遺跡は遠く前期旧

石器時代から、縄文時代を経て平安 。江戸時代に及ぶ、複合遺跡であることが確認された。

等々大きな成果を得ることができた年といえよ

う。しかし、こうした成果の裏には、年々増え続

ける発掘届にも見られるように、仙台市内に分布

している埋蔵文化財包蔵地は、年毎に開発により

破壊されてきている。先人の残してくれた文化遺産

を保存、活用して後世に残していくことが、ひと

りひとりに課されている任務であると考える時、

残された遺跡を破壊からいかに守つていくかが、

文化財保護行政上重要な課題といえよう。

発掘届出件数と調査員数の推移

51      52      53      54      55      56

届 出 数 (作 )

調査員数 (人 )

(2月 末現在 )

250

昭和56年度発掘調査の概略

遺 跡  名 時   代 種   類 対象面積(言 ) 調査面積(∬ ) 調査期間 担 当 職 員 備  考

郡 山 遺 跡 古墳末期～奈良 宮衛・寺院跡 7/22～ 12/28 木本寸 青沼、長島 第 38集

北 前 遺 跡 前期旧石器～江戸 集落llt包合層 2.500 9/1～ 12/26 佐藤 (洋 X斎野 第36集

仙台平野の遺跡群 9/22～ 12/25 加藤、金森、長島 第37集

栗   遺 跡 古墳 後期 集 落 PTh 17 000 4,700 4/13～ 10/2 工藤、成瀬、本村、青沼

南 小 泉 追 跡 古墳・平安 集 落 跡 4/13～ 9/3 結城、渡辺 (忠 ) 第35集

兼 沢 追 跡 奈良 平安 官衡qr集落跡 1.100 4/14ヽヤ6/19 渡部 長島 第39集

今 泉 城 跡 縄文～江戸 館 跡 他 1,375 4/7～ 9/7 佐藤 (洋 )、斎野

山 口 遺 跡 縄文中期～平安 集 落 跡 20 000 9,000 :,:奸 呈農t護爺 成ヽ瀬、結城、

畑 中 遺 跡 古墳～中世 集 落 跡 10/27～ 12/9 金森、加藤

梨 野 A遺 跡 縄支早期～平安 集 落 跡 2,400 4/13～ 9/4 佐藤 (甲 )

郡 山 追 跡 古墳末期～奈良 官衡・寺院跡 1,130 8/31～ 10/28 青沼、本村

南 小 泉 遺 跡 平  安 集 落 跡 6 600 3.500 56%～57% 渡部、渡辺 (忠 )、 結城
高
速
鉄
道
関
係

六反田地区 縄文・古墳～平安 集 落 跡 56笏～57兆 佐藤 (隆 )、 荒井

第40集山 口 地 区 縄文中期～平安 集 落 跡 780 780 8/25～ 12/28 吉岡、高橋

下 ノ内地区 縄文・古墳・平安 集 落 跡 1,400 56%～57% 篠原 、佐藤 (隆 )、 佐藤 (裕 )、
吉 岡、荒井 、高橋

昭和56年度現状変更届出件数

追  跡  名 所  在  地 原    因 開発面積 (言 ) 対 応 遺 跡 の 性 格

, 史跡 陛奥回分寺跡 仙台市ホノ下69番地内 都市公園公衆便所設置 発掘調査 寺院跡



昭和56年度発掘届 (通知)一覧     昭和57年 2月 25日 現在
遂理番号 遺  跡   名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  置 遺 跡 の 性 格

C-136    栗 中田町字栗66 住宅新築 立会い済 奈良 平安時代集落跡

2 C-206的    場 部山字的場55-15 139 19 奈良 平安時代集落跡

3 C-233山     口 富沢字山口33-2 270 °° 縄文～平安時代集落跡

C193山 田 上 ノ台 山田字根岸前 3番地 650 °° 試 掘 済 旧石器 縄文～平安時代集落

5 C-202泉  崎  浦 富沢字伊蔵前27-1 139 °° 立 会 い 済 奈良 平安時代集落跡

6 C-507今  泉  城 今泉字久保田103-6 116 16 試 掘 済 城館跡

C-408神  明  社 枡江 7番 169 °° 官窯跡

8 C-506沖  野  城 沖野字館西144 城館跡

9 C-104郡     山 郡山二丁目51番 の68 官街跡

10 C-507今  泉  城 今泉字久保田103 136 38 城館跡

11 C-104郡 山 郡山三丁目22-4 住宅改築 50 S 官衛I赤

12 C-193山 田 と ノ台 山田字上ノ台32番 1 住宅新築 365 64 立 会 い 湊 旧石器 縄支～平安時代集落跡

13 C-104郡    山 郡山三丁目10-13 42 1 試 掘 溶 官衛跡

14 C-102南  小  泉 遭見塚―T目 10-3 ユ76 立 会 い 済 弥生～古墳時代集落跡

15 C-144湾  田  通 山田字洛田通 毛地造成 4 578 15 試 掘 済 奈良 平安時代集落跡

C-105西  台  畑 郡山二丁目27-1 建物撤去、整地 7 050 °° 立 会 い済 弥生時代集落●71

17 C-507今  泉  城 今泉字久保日103-7 住宅新築 115 試 緑  漬 城館跡

C-507今  泉  城 今泉字久保日103-H 125 4

19 C-507今  泉  城 今泉字久保田103-8 118

C-193山 田 上 ノ台 山田字 上ノ台23-1 282 °3 立 会 い 済 旧石器 縄文～平安時代集落跡

21 C-505北  目 城 郡山字北目宅地34 土媛改良 1.000 °° 城館跡

C-234明  Ff 敷 六丁目字庚田南53、 61 宅地造成 古墳時代の集落跡

C-183牛  小  舎 蒲生一丁目 4-23 住宅新築 248 80 立 会 い 済 奈良 平安時代集落跡

25 C-103 上     堅了 富田字 上野西41-2 396 ・ 5 後日訳掘予定 縄文時代集落跡

25 C-102南  小  泉 南小泉字村東82-1 236 46 弥生～古墳時代集落跡

C-102南  小  泉 遠見塚一丁目10-1 336 °S 試 掘 済

27 C-104郡    山 郡山五丁目25-10 住宅増築 30 24 立 会 い 済 宮街跡

g=i!ち 交 径 目 大野田字宮脇 2-29 コミュニティセンター建設 536 98 試 掘 済 縄文～平安時代集落跡

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目176-1 lI宅 新築 168 63 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

C-194青  葉  山 富沢字金剛沢94-2 ユ80 80 旧石器時代集落跡

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目130-2 共同住宅新築 160 °° 試 掘 済 弥生～古墳時代集落跡

C-108上    野 富田字上野西49-14 住宅新築 立 会 い 済 縄文時代集落跡

C-104郡    山 郡山三丁目126-2 飲食店新築 166 92 試 掘 済 官街跡

C-104郡    山 郡山三丁目11-17 住宅新築 236 85 官衡跡

C-135鴻  ノ 巣 鴻ノ巣 168-1～ 3、 169-1～ 3、 170■ 分  竣 2 591 14
57箭
蜃予定 奈良～平安時代集落跡

C-104郡     山 郡山三丁目 2-11 住宅新築 115 1° 試 掘 済 官衡跡

C-501仙  台  戒 川内追廻無番地 37  6 立 会 い 済 城館跡

C-208後  河  原 中田町字前沖19-1、 20、 40 賃貸住宅新築 1 361 °° 試 掘 済 奈良～平安時代集落跡

C-101蒸     沢 燕沢字 上の台13-2 宅地造成 431 36 縄支～奈良平安時代集落跡

C-415大 蓮 寺 窯 跡 東仙台82-95 住宅増築 29 81 立 会 い 済 窯   跡

C-604伊 達 家 廟 向山一丁目 1-19 18 試 掘 済 廟   跡

C―■3安  久  東 西中田一丁目4-10 住宅新築 78 86 立 会 い 済 平安時代集落跡

C-531稲 荷 館 跡 岩切字稲荷西57 住宅増築 62 34 城館跡

C-102南  小  泉 遠見塚一丁目27-14 住宅新築 99 16' 弥生～古墳時代の集落跡

C-112大  野  田 大野田字竹松18-7 住宅新築 990 5 立 会 い 済 縄文～平安時代集落跡

C-514国 分 鞭 館 跡 原町南目字町 170、 172 事務所付住宅新築 220 9' 城館跡



警理番号 迫  跡  名 所 在 地 原 因 開発面積 (lll) 処  置 迫 .7Tの 性 格

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目176 住宅新築 164 233 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

C-415大 蓬 寺 窯 跡 東仙台六丁目13-20 101 81 窯 lit

C-501仙 台 城 跡 川内追廻無番地 38 71 城館跡

C-234明  屋  敷 六丁目字北屋敷前22-〕 事務所新築 1 808 2G 試 掘 済 古墳時代の集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁目 1-7、 1-24 店舗付住宅新築 126 52 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

C-102南  小  泉 南小泉四丁目901、 903～ 7 共同住宅新築 908 9° 試 掘 済

C-104郡    山 郡山三丁目13-16 保育所」曽築 7 官衛跡

C-104郡     山 郡山五丁目148 住宅新築 発掘調査済

C-104郡    山 郡山五丁目 6番地内 下水道事業 立 会 い済

C-501仙 台 城 跡 川内追廻無番地 住宅新築 40 84 城館跡

C-168北  屋  教 六丁目字屋敷30番地 引 き屋移転 1 834 88 奈良～平安時代集落跡

C-109人  来  EB 茂庭字人来田山1427、 8、 9、 10、 12 建売 り住宅建築 1 120 '4 縄文時代集落跡

C-136   栗 西中田七丁目 2 宅地造成 2 834 41 古代集落跡

C-408神  明  社 枡江 132-1 事務所 店舗付住宅建築 古代窯跡

C-109人  来  田 茂庭字人来田山11～ 26 住宅新築 84 98 縄文時代集落跡

C-225鶴  巻  Ⅱ 福室字鶴巻二番50番地内 234 8° 平安時代集落跡

C-104郡     山 郡山二丁目 7-16 84  マ 宮街跡

C-506沖  野  城 沖野字舘西82-16 82 62 立 会 い 済 中世～館跡

C-233山     口 ‐s‐沢四丁目53-1、 2 縄文～平安集落跡

C-404月｀異原
長
森
坂
卜松島三丁目107-4 128 69 古代～窯跡

67 C-135鴻  ノ 巣 岩切字鴻 ノ巣33-20 109 ' 奈良 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁目19 倉庫建築 330 °° 弥生～古墳時代集落跡

C-136   栗 中田町七丁目20-9 住宅建築 277 98 奈良 平安時代集落i/1

C-224鶴  巻  I 福室字ilA巻 一番16地 184 96

71 C-536四 郎 丸 館 四郎丸字戸 ノ内94-2 84  ° 立 会 中世館跡

C-4044｀異原
長
蘇
坂
小松島三丁目 3-51 住宅 1曽築 50 °° 立 会 い済 奈良 平安時代窯跡

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目305-29 住宅建築 81 98 弥生～古墳時代集落跡

C-183牛  小  合 蒲生一丁目25-3 倉庫新築 99°° 集落跡

C-104郡     山 部山六丁目238～ 1、 236 宅地造成 発掘調査済 官街跡

8ζ 整 台 鳥 郡山一丁目地内 ガス本管布設 立 会 い 済 官街跡・縄文～奈良平安時代集落跡

C-148船  渡  前 富田字八幡西 1 住宅建築 62 °° 縄文 弥生時代散布地

C-135鴻  ノ 巣 岩切字鴻ノ巣96-1 550 34 試 掘 済 奈良 平安時代集落llt

C-208後  河  原 中用町字後河尻 E二 §:乱三ぜ 49 61 立 会 い済

C-108上    野 菖田字上野中H5-3、 5 198 18 縄文～集落跡

C-104郡    山 那山三丁目 9-5 住宅増築 23 99 試 掘 漬 官衡跡

C-104郡    山 郡山五丁目225-4 195 °3 立 会 い済

C-107土 手 内 窯 跡 土手内一丁目16 宅地造成 556 28 試 掘 済 奈良 平安時代窯跡

C-141菖  蒲  沢 岩切字菖蒲沢西 住宅建築 63 °7 立 会 い済 縄文～奈良 平安時代集落跡

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻一番23-1 117 58 奈良 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁目311-1 学校建築 2,000 発掘調査中 弥生～古墳時代集落跡

C-404」｀異
原長
詠
叛
小松島三丁目■039、 11020 lI宅建築 77 

ワ6
立 会 い 済 奈良 平安時代窯跡

C-109人  来  田 茂庭字人来田山142-20 102 29 縄文時代集落 llt

C-213戸  ノ 内 四演焉丸字戸 ノ内12-1、 2 宅地造成 5 542 °° 発掘調査予定 奈良 平安時代集落跡

C-141菖  蒲  沢 鶴 ヶ谷字佐野原地内 住宅建築 立 会 い済 縄文～奈良 平安時代集落跡

C-104郡    山 淋山五丁ロユ50番 2 住宅解体 226 52 官衛跡

C-135鴻  ノ 巣 岩切字鴻ノ巣71-1 住宅建築 421 98 奈良 平安時代集落跡

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻一番72-17 店舗増築 58 °°



書理番号 こ  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  置 遺 跡 の 性 格

C-103藤 円 新 tH 荒井字宅地19番地の 1 住宅端築 106 44 立 会 い 済 弥生時代集落跡

一
‐２ C-141芭  蒲 沢 鶴 ヶ谷字佐野原地内 住宅建築 縄支～奈良 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁日356番 地 112 1 立 会 弥生～古墳時代集落跡

C-429穴  田  東 荒巻字 三本松 ユー 1 宅地造成 26 631 71 試 掘 済 窯  跡

C-223福  田  町 福田町二丁目1201■ 、1203、 1214 住宅建築 立 会 い流 平安時代集落跡

C-428番 即詭窯控 堤町二丁目■4-74、 他 2筆 宅地造成 835 30 発掘調査済 平安時代窯跡

C-514国 分 鞭 館 鉄砲町 3-J 共同住宅建築 872 51 立 会 い 済 中世館跡

C-102商  小  泉 古城二丁目942、 952、 965 事務所建築 241 91 弥生～古墳時代集落跡

C-434荒巻杉i余窯跡 堤町一丁目 5-10 住宅建築 179 68 瓦窯跡

C-102市  小  泉 逮見llk二 丁目222-12 83 1 弥生～古墳時代集落跡

C-198袋 東 富沢字下谷地11-4-13 92 84 土師器、ハニワ散布地

133 C-002兜 塚 古 墳 根岸町15-1 張芝工事 125 °° 立 会 , 古  墳

C-223福  田  町 福田町二
「
目109 住宅増築 16 平安時代集落跡

135 C-505北 目 城 跡 部山字館 ノ内 9志 =iの
一部 宅地造成 1 993 95 中世～近世館跡

C-411女癌
キ酉E訴場

4f江17-1 改築及建築 351 81 立 会 い 済 窯  跡

137 C-421■ 1台 東郊条呈跡 蒲町字上手下中18の 2 幼稚園建築 590 eo 仙台東郊条里跡

C-223福  田  町 福田町二丁日1釣 21、 1203、 1204 物置建築 26 ・ 4 立 会 い 済 平安時代集落跡

139 C-511若 林 城 P赤 古城二丁目 5番 国家公務員宿舎建設 立 会 い 済 城館跡

140 C-501仙 台 城 跡 川内追廻無番地追廻住宅 121号 住宅建築 62 80 立  会

C-102市  小  泉 遠見塚二丁目222-10、 47 住宅増築 18 35 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

142 C-514固 分 鞭 館 杷ヶ岡18番 及18番 3号 マンション建築 592 °° 武 掘 済 城館跡

143 C-102商  小  泉 遠兄塚二丁日222-15 住宅建築 235 5° 立  会 弥生～古墳時代の集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁目19-23 住宅建築 立 会 い 済

145 C-104郡 山 郡』十五
「
日10-8 住宅増築 30 78 立  会 官衛F赤

146 C-102南  小  泉 遠見塚二丁目39-15 住宅建築 98 63 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

147 C-224鶴  巻  I 掘3雇笹筑ち盗筆
2ザ
留、旅錫2 住宅建築 136 ・° 平安時代集落跡

C-604経 ヶ筆伊達宏用 霊屋下224番 地 感仙殿 善応殿再建 338 °° 発掘調査済 伊達家廟PT

C109人 来 田 山 茂庭字人来円山 住宅建築 92 6, 立 会 い 済 縄文時代集落跡

C-208後  河  原 中田字前沖19-3 52 41 立 会 | 奈良～平安集落跡

C-208後  河  原 中日字前沖19-4 住宅建築 53 41

C-424馬 越 石 塚 茂庭字 馬越石 水適用水供給調整池 100 °° ま 掘

C-511若  林  城 古城三丁目 3番 1号 鍛錬所建築 572 1B 城館跡

C-105西  台  畑 郡山一丁目16-15 住宅増築 15 3, 立 会 い済 弥生時代集落跡

C-501社 I 台  城 川内追廻無番地542号 住宅建築 城館跡

C-501仙  台  城 川内追廻無番地 388、 389 70 立  会

157 C-505北  日 城 郡山字舘 ノ内26-1 事務所建築 立  会 城館跡

C-506沖  野  城 沖野字砂押77番地 住宅建築 156 48 立  会

C-102南  小  泉 遠見塚一丁目124-15 49 ・ 4 弥生～古墳時代の集落跡

C-101界    沢 岩切字山崎西183-4 146 20 立 会 い 済 奈良 平安時代の集落跡

C-501北 日 城 跡 郡山四丁日 5-1 倉庫建築 25 38 立 会 , 城館fI

C-102西  台  畑 那山二 丁目44-1他 7筆 rt築 7 748 話冬寧篭
掘 縄文～奈良 平安時代集落跡

C-103郡    山 郡山五丁目28-1 住宅建築 59 °2 試 掘 官術跡

C-224福  田  町 福田町二丁目1024-1 住宅増築 11 46 立 会 平安時代集落 P亦

C-505沖  野  城 沖野字舘 3番地 倉庫建築 28 °8 城館跡

C-106市  小  泉 速見塚二丁目226-2-45 住宅建築 74 74 25 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集藩跡

C-197六  反  劇 Fメ尺戻0冶字翌習雷iグΣ〕 4階建共同住宅建築 364 ets 縄支～平安時代集落跡

168 C-228福  田  町 福田町二丁目1178 住宅建築 112 20 立 会 平安時代集落跡



聾理番弓 遺  跡  名 所  在  地 原 因 開発面積 (言 ) 処  置 逮 跡 の 性 格

C-141菖  蒲  沢 岩切字菖蒲沢西 8他 2筆 住宅建築 61 08 立 会 い 済 縄文～奈良 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目222-14、 2782 59 46 弥生～古墳時代の集落跡

C-102南  小  泉 南小泉四丁目86、 22

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目1871、 2、 3 84  °

173 C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻 1番92-2 135 55 平安時代集落跡

C-226田    子 田子字三反59他 倉庫建築 205 °2 試 掘 済 平安時代_t落跡

175 C-226田    子 田子字富塚前69他 212 98

176 C-223福  田  町 福田町二丁目27-3 住宅増築 14 9° 立 会 ャ

177 C-031土 手 内横 穴 上手内一丁目13-120外 砂防工事 1.548 °° 横穴

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻 1番 保育所建築 1 838 試 掘 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 古城三丁目18-35 事務所付住宅建築 103 4B 立 会 い 済 弥生～古墳時代の集落跡

C-104郡    山 郡山二丁目56番地li摩駆:焔宅: 水路改修工事 570  ° 立 会 ヤ 宮衡跡

C-501仙  台  城 川内追廻住宅470号 住宅建築 58  2 城館II

C-404河｀異原長森
叛
小松島二丁目40-78 95 52 立 会 い 済 窯 跡

C-109人  来  田 茂庭字人来田山142-18 55 98 立 会 い 済 縄文時代集落跡

C-501仙  台  城 川内追廻住宅 159、 160 69  6 立  会 城館跡

C-1351E ノ 巣 岩切字鴻ノ巣33-9 237 °2 立 会 い 済 奈良～平安時代集落跡

C-108上    野 富用字上野西16-1、 16-7 95 72 縄文時代集落跡

≡ぢ誠密杏、六反田 長町南四丁目富沢一丁目地内 下水管埋設 700 °° 縄文～平安時代集落跡

188 C-102南  小  泉 遠見塚一丁目 7番 37号 住宅建築 67 33 立 会 い 済 弥生～古墳時代集落跡

189 C-208後  河  原 中田町字前沖20～ 48=ζ 奈良～平 安時代集落跡

C-104郡     山 郡 山三丁 目地 内 水路改 1箸

C-2714申     14r 沖野字神柵 72-8 住 宅 tr築 立  公

C-514回 分 鞭館跡 二十人町185-1 8643 城館跡

C-135鴻  ノ 巣 宕切字鴻ノ巣77-3 110 95 奈良～平安時代集落跡

C-104郡      山 郡山二丁目12-4 住宅増築 18 eO 官 衝跡

C-141菖  蒲  沢 鶴ヶ谷字菖蒲沢23番地 住宅建築 75 38 立 会 い 濱 縄文～奈良 平安時代集落跡

C-193山 田 上 ノ台 山田字上 ノ台14-3 74 S° 試 掘 旧石器 縄文～平安時代集落跡

C-501 rlL 台  城 川内追廻無番地追廻住宅129 69 41 立 会 ヤ 城館跡

C-501仙  台  城

C-108上     野 富田字上野西44-2 124 掘 縄文時代の集落跡

C-203砂 押 屋 敷 砂押町130-12 146 50 立 会 奈良 平安時代集落跡

C-501仙  台  域 川内追廻住宅第173号 46 5B 城館跡

C-002兜 塚 古 墳 根岸町15番 1号 巻万企襲
管、ガス管水 96 °° .Ik 掘 古  墳

C-104郡    山 郡山六丁目 3-6 住宅建築 106 62 官衡 ll

204 C-501 1tH 台  城 ザH内追廻無番地追廻住宅406号 39 7 立  会 城館跡

205 C-104郡    山 郡山一丁ロユ〕-8 住宅建築 50 5' 試    掘 宮街跡

C-501仙  台  城 川内追廻住宅107号 31° 4 立  会 城館跡

C-104郡     山 H45山 四丁目11～ 9番地先 水道管理設 227 5 官

C-514国 分 鞭 館 二十人町177、 180 9369 城館跡

C-183牛  小  舎 蒲生一丁目 4-27 住宅建築 奈良 平安時代集落跡

C-193山 田 上 ノ台 山田字上 ノ台ユ4-3 87 52 試 据 旧石器 縄文～平安時代集落II

C-168】 L 屋 敷 六丁目字庚田南 9 車庫建築 94 立  会 奈良～平安時代集落跡

C-109人  来  田 茂庭字人来田山をす省ち03、
21
住宅建築 縄文時代集落跡

C-104発  目 残 郡 山 五 丁 目 7-17 地
~Fケ
ーブ ル

マ ンホー ル設置 588 23 轟籍録
C-202泉  崎  浦 富沢字伊蔵前 住宅建築 151 奈良 平安時代集落跡

C-420陸奥回分尼寺 白萩町300-2 共同住宅磨築 151 1 試 掘 済 寺院跡



警理番号 遇 跡 名 所  在  地 原 因 開発面積 (∬ ) 処  置 追 跡 の 性 格

C-104郡    山 郡山五丁目145番 歩道新設工事 266 S° 試 掘 官街跡

C-104郡 山 郡山五丁目151 宿舎建築 58  6

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目209-8 住宅増築 5 67 立 会 弥生～古墳時代の集落跡

C-109上  野  山 鈎取字上野山10-133他 3筆 宅地造成 1.164 ワ9 試 掘 縄文時代集落跡

C-224鶴  巻  ] 福室字鶴巻 1-66-1 住宅新築 ■960 立 会 い 済 平安時代集落跡

C-224鶴  巻  I 1-72-11 115  4

C-208後  河  原 中田町字前沖36 試 掘 奈良 平安時代集落跡

C―ユ09人  釆  田 茂庭字人来日山142-35 259 9°
1
立 会 い 漬 縄文時代集落跡

C-224鶴  巻  I 福室字鶴巻 1-102-6 280 4 立  会 セ 平安時代集落跡

C-104郡 山 郡山二丁目 7番 13号地先 水道管埋設工事 試 掘 官行跡

C-102南  小  泉 南小泉字村東 801、 80-14、 80-24 住宅新築 87 弥生～古墳時代集落跡

C-501仙  台  城 川内追廻無番地追廻住宅 214号 住宅建築 6941 立 会 ヽ 城館跡

C-501仙  台  城

C-223福  田  町 福田町二丁目1093-3 54 65 平安時代集落跡

C-522若  宮  前 岩功季吏高翼上雨
32

地域集会所建築 101 48 掘立柱建物跡

C-234明  屋  敷 六丁目字北屋敷前22-1 事務所新築 1.813 65 縄支～奈良 平安時代集落跡

C-102南  小  泉 南小泉字村東76-12 住宅建築 8288 弥生～古墳時代の集落跡

C-104郡     山 郡山五丁目141-1 91°9 試 掘 官衛跡

C-141菖  蒲  沢 岩切字菖浦沢西26-3 立  会 縄文～奈良・平安時代の集落脇

C-104商  小  泉 違見塚一丁目209-2 9 弥生～古墳時代の集落跡

C-401堤 町 窯 跡 養賠聖∵百挑-1 マンション建築 2 330 52 試 掘 窯跡

C-135鴻  ノ 巣 岩切字鴻ノ巣80-6 住宅建築 834■ 立  会 奈良 平安時代集落跡

C-171二  の  森 二の森14-3 排水管布設工事 38 40 立 会 い 済 窯  跡

― 下 の 内 富沢字下の内201、 202、 271 住宅建築 立 会 ▼ 縄文～奈良・平安集落跡

C-239御  堂  平 鈎取三丁目112、 122、 612 宅地造成 8 628 98 (隣接 )

C-507今  泉  城 今泉字久保田94-6 住宅建築 87 29 試 掘 城館跡

C-514国 分 鞭 館 杷ヶ岡17-3 立 会 ヤ

C-108上    野 富田字上野西49-10 97 72 縄文時代の集落跡

C-434荒巻松添窯跡 堤町一丁目 4番 15号 84 46 案 跡

C-419遇量回分寺跡 木ノ下三丁目 2、 2-2 共同住宅建築 328 61 葵 掘 陸奥国分寺跡

C-505北  目 城 郡山字館ノ内 事務所新築 立 会 ヽ 城館跡

C-104郡    山 郡山二丁目111-57 住宅新築 288 B9 発 掘 宮衡跡

C-401堤 町 窯 ■71 堤町76-3 15 °° 立 会 ヽ 窯 跡

C-501仙  台  城 川内追廻住宅 住宅新築 69  2 立  会 城館肋

C-102南  小  泉 遠見塚二丁目313-1 75 69 弥生～古墳時代集落跡
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遺 跡 名 大野 田古墳群 後 河 原 遺 跡 南 小 泉 遺 跡

所 在 地 仙台市大野田字宮脇229 仙台市中田町字前沖 仙台市遠見塚 1-10-1

調査期間 昭和56年 6月 17日 ～7月 20日 7月 5日 8月 25日 ～27日

調査面積 160∬ 75rぜ 125∬

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

担当職員 加藤・青沼 。金森・長島 加藤・本村 。金森 金森
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大 野 田 古 墳 群

1.遺跡の位置と環境

大野田コミュニティーセンターの建設予定地は、仙台駅の南約 5 km、 仙台市大野田字宮脇 2

番地29に所在する。最近まで近郊農村地帯として静閑なところであったが、宅地化が進み、住

宅地として変貌しつつある地域である。

仙台市の東部は、宮城野海岸平野と呼ばれ、名ITX・サ||、 七北田川などの河川が曲流し、仙台湾

に注いでいる。大野田周辺は、名取川の形成した沖積面で、郡山低地と呼ばれている。ここは

名取川の形成した自然堤防がよく発達し、太白山周辺に源を発する魚川が流路を変えつつ、頻

繁に氾濫をくりかえしたところである。

周辺に遺跡が多く、六反田遺跡や山口遺跡では、縄文時代の中期中葉 (大木 8b式期)以降の

生活の跡が認められる。また、高速鉄道建設に伴う富沢字下ノ内地区の発掘調査でも、縄文時

代中期末葉 (大木10式期)の竪穴住居跡が検出されている。この付近では、ほぼ4500年 くらい

前から、人々が住み始めていたのである。また、縄文時代中期中葉の集落跡と考えられる上

野追跡、後期初頭の泉崎浦遺跡などがある。弥生時代については、六反田遺跡で弥生土器の出

土例はあるものの、遺構は発見されていない。古墳時代の遺跡としては、埴輪を持つ前方後円

墳である裏町古墳、富沢埴輪窯跡があり、沖積地においても五反田古墳、春日社古墳、鳥居塚

古墳、王ノ壇古墳などが知られている。奈良、平安時代のものとしては、六反田追跡や下ノ内

地区の調査で、竪穴住居跡が検出されている。また中世に至っては、平城である富沢館跡があ

る。

2.調査経過

昭和56年 6月 、仙台市大野田字宮脇 2番地29に、大野田コミュニティーセンターの建設が予

定された。当建設予定地は、南に春日社古墳、南東に鳥居塚古墳、東に王ノ壇古墳が隣接し、

古墳群の形成が指摘されていた地域である (註 1)。 よって遺構の存在が充分に予想されたため、

試掘調査を実施した。

試掘調査は、建設予定地内の北から5× 3mの第 1ト レンチ、 8× 3mの第 2ト レンチ、 6

×5mの第 3ト レンチを設定して行った。その結果、第 2ト レンチと第 3ト レンチにおいて、

濤状の遺構を検出し、それにともなって円筒埴輪片を出土した。これによって、建設予定地内

に、古墳時代の遺構の存在が明らかになったため、コミュニティーセンター建設の主管課であ

る市長室相談課と協議し、緊急発掘調査を実施した。

註 1 仙台市教育委員会『′亀居塚・春日社古墳』発掘調査現地説明会資料 1978.1



3.発見遺構

調査区内で検出された遺構は、濤跡 1条 (1号濤)、 古墳 2基 (1号墳、 2号墳)、 ピット

2個である。

1号溝 1号濤は、 5層上面で検出され、南】ヒ方向に延び、 2号墳周i皇上において東に抜け

る濤である。上端幅50～ 60cm、 下端幅30～ 40cm、 深さ10～ 60cmで、断面形はU字形である。 1

号墳のある】ヒ側ほど、濤は浅くなる。堆積土は黒褐色粘上で、一部灰褐色シルト質粘土、ある

いはにぶい掲色粘土である。堆積土中からは、内面が黒色処理されたロクロ使用の土帥器ナ不 (

第5図 16)と 、埴輪の少破片が出土している。 1号墳、 2号墳を切っている。

1号墳 1号墳は、墳丘がほとんど削平されていたが、墳丘裾部と周涅部分を調査区北側の

5層下面で検出した。裾部はゆるやかな傾斜を示し、周涅部分に至ってほぼ垂直ぎみに落ちる。

tⅢ号

隠̀
,「
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‐

撻
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第 1図 調査区位置図



裾部から同漫の上端にかけては、部分的に起伏があり、削平を受けてはいるが、径20cm、 深さ

10cm程 の円形 ピットを2個検出している。裾部付近からは、須恵器際の体部片 3点、口頸部片

1点 (第 5図 15)が出土している。

周追は、東西方向にゆるく弧状に延びる。上端幅 1～ 1.4m、下端幅0.6～0.7m、 深 さ0.5～

1,Omで、断面形はU字形である。堆積土は、暗灰黄色粘土で、その上面から埴輪片がほぼ 7つ

のグループにまとまって出土している。ほとんどが円筒埴輪片であるが、一部朝顔形埴輪の頸

部片も合まれる。埴輪片は、 1～ 1.2mの間隔をおいて集中し、破片となっているものと、破片

ではあるが一個体分がほぼ原形をとどめながら出土しているものとがある。また朝顔形埴輪片

は、第 4図のようにほぼ 5つの円筒埴輪片の間隔を置いて出土している。

2号墳 2号墳は、墳丘は削平され、同追のみを調査区南倶」の 5層下面で検出した。周漫は、

東西方向に延び、上端幅約 3～ 4.5m、 下端幅約 lmである。断面形は逆台形で、ゆるやかに立

ち上る。堆積土は大別して3層で、黒褐色シルト (第 I層 )、 褐灰色粘土質シルト (第Ⅱ層X黒

褐色粘土 (第Ⅲ層)である。周ヱ皇の底面から、朝顔形埴輪片と円筒埴輪片が3つのまとまりを
もって出土している。

1号墳周追

6b 6c

1号墳

ユ ー10YR% 明黄thl色   砂
2  25Y% 0苦灰黄色   シルト
3a… 10Y良% にない黄褐色 シルト
3b  10YR% にぶヽゝ黄偶色  シ,レ ト
3c -10YR% H士 褐 色   シルト
3d 75YR% 掲  色   ンルト
4a…■OYR% 掲   色    シルト
4b…10YR% 暗 tS色   粘土質ンルト
5a-10YR/ にない黄TB色  シルト
5b… 10YR% 暗 褐 色   粘土質シルト
5c… ■OY R% ‖音 4FJ色     ンルト
5d… 10YR% 明黄tll色    粘土質シルト
5e… 10YR% 明黄IF色   粘土質シルト

6含 ………… …10YR% 明黄褐色
6b ―… … 10YR% 明黄tll色
6c…………… 10Y R% 明黄褐色
7………… … 10YR% 明黄褐色
1号墳 I¨  - loYR% tL  色
Ⅱ …………10Y良 % 偶  色
Ⅲ ………… 10YR% tB  色
Ⅳ ― ―-75YR% 褐   色

1号墳同造 I……25Y% 明灰黄色
2丹竣 I…… …10YR% 明 褐 色
n … …10Y良% にない黄褐色
皿… …………10YR% 鶴   色
IV … …10YR% にない黄褐色
V………… …10YR% 4B  色

2号墳周注 Ia… 10YR% 黒 樹 色
Ib… 10YR% にない黄褐色
Ⅱa 10YR%鶴 灰 色
Ⅱb …10Y R% 掲   色
Ⅱc ■OYR% 褐   色
]d IOYR% 黒 褐 色
皿… 25Y% 黒 凋 色

シル ト
ンル ト
シル ト粘土質
粘土質シル ト

粘土質シル ト

/.I土 質ンル ト

粘土質シル ト

粘    土
粘土質シルト
シル ト質粘土
シルト質粘土

*占    土
シル ト質沐占土
シル ト
シル ト質*占土

粘土質シル ト
ン
'レ

ト質格上

粘土質シル ト

粘上質シル ト

粘    上

0                           4m

第 2図 調査区西壁セクション図
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第4図  1号墳埴輸出土状況



4.出土遺物

出土遺物は、総量で平箱10箱分ほどである。須恵器 4点、土師器 2点、その他は全て埴輪片

である。

(1)埴輪

出土した埴輪の大半は、 1号墳、 2号墳の周浬からのものである。全てが円筒埴輪片か朝顔

形埴輪の口縁部、頸部片であり、形象埴輪片は全く見られなかった。ただし朝顔形埴輪片に関

しては、頸部、国縁部は判別できるが、体部や底部については、円筒埴輪のものと区別がつか

なかった。

(円筒埴輪)

円筒埴輪は、大きさと色調の面から二種に分類できるが、器形の特徴、調整技法等に基本的

な差異はない。形状は、底部<体部<口縁部と口径が広がり、体部に2本の凸帯が貼付けられ

体部中段上位に円形の透孔が一対穿たれている。器高は49～ 52cm、 底径は16～ 20cm、 口径は26

～30cm、 透孔の直径は 6 cmほ どである。また底面に棒状の圧痕が残るものもある。色調は、橙

色あるいはにぶい橙色である。

外面調整は、縦方向の刷毛目が施されたのち凸帯が貼り付けられ、横ナデが施されている。

口縁部にも横ナデが施され、一部には体部にも施されるものがある。凸帯の断面形は、ほぼ台

形を呈するが、同一個体でも「コ」字形に近い断面形もあり、一定でない。

内面調整は、体部上段に横方向の刷毛目が施され、その後指ナデがなされている。口縁部に

は、外面と同様に横ナデが施される。指ナデは、体部上段で縦方向、体部中段で縦方向、一部

斜め方向、体部下段で底部に向かった縦方向である。また内面には、体部上段に3本から9本

の縦方向に平行する線刻が見られる。

器面に残る刷毛目は、 2 cmあ たり14条から19条 とばらつきがあるが、19条のものが多い。ま

た体部中段外面には、焼成後ついたと思われる剣離痕跡のあるものがある。

(朝顔形埴輪〉

1号墳の同ヤ皇から出土した朝顔形埴輪は、頸部から肩部片であり、 2号墳の周追から出土し

た朝顔形埴輪も、口縁部片、頸部片、頸部から体部片である。よって完形品がなく、器形の詳

細な記述は不可能である。しかし、基本的には体部中段上位に透孔を持ち、肩部に至って内湾

し、頸部からラッパ状にひらき、頸部と口縁に凸帯をめぐらす器形である。外面調整は、日縁

部に縦方向の刷毛目が入り、肩部に横方向と斜め方向の刷毛目が入る。また突帯がはりつけら

れたのちには、横ナデが施される。内面調整は、指ナデの他にヘラナデが施されるものがある。

器面に残る刷毛目は、 2 cmあ たり14条と18条であるが、14条のものが多い。また、頸部と肩部

に朱の塗 られた痕跡のあるものもある。



(2)須恵器

須恵器は、 1号墳の墳丘裾部付近から瓦泉の体部片 3点と口頸部 1点 (第 5図15)が出土して

いる。各破片とも接合しないが、体部片に関しては胎土・色調等から同一個体と考えられる。

体部片の 1点には、径 1.l cmほ どの円孔を有するものがある。内外面ともロクロ調整が施

され、胎土は緻密で、焼成も良好である。色調は、外面が灰色、一部灰白色、内面は灰白色で

ある。

日頸部片 (第 5図 15)は、頸部からゆるく外傾し、日端に至って外反する。外面の中ほどに

稜を有し、その上部に幅 l cmほ どの 6条の櫛描き波状文が入る。器厚は、 4～ 5 mmで、内外面

ともロクロ調整が見られ。胎土は緻密で、焼成も良好である。色調は、内外面とも暗青灰色で

ある。

(3)土師器

土師器は、 1号濤と2号墳周追堆積土 (第 I層 )か ら出土 してぃる。 1号溝出土の土師器
(第 5図 16)は ロクロ使用の17xで、体部下端に手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理されている。

底部切 り離 し技法については不明である。 2号墳の周了皇の堆積土から出上 した土師器は

底部切り離し技法については不明である。 2号墳の周ヤ皇の堆積土から出土した土師器は、ロク

ロ使用の
'不

と思われ、底部と体部下端は回転ヘラケズリ、内面はロクロ調整が見られる。小破

片のため詳細は不明である。

5.ま と め

調査区内で検出した古墳は、 1号墳、 2号墳とも墳丘部がほとんど削平されており、形状や

規模を正確に知ることはできない。しかし、 1号墳に関しては、円墳とすれば周辛皇最深部の復

元直径で、22mほ どである。 2号墳に関しては、調査面積が狭いため不明である。

1号墳から出土した埴輪は、円筒埴輪、朝顔形埴輪とも、仙台市裏町古墳 は 1)、 富沢窯

跡 に2)出土のものと、器形、調整技法等から見て類似するものである。また、墳丘裾部付近

から出土した須恵器疎の口頸部片は、口縁部から頸部までが短かく、最大径が体部に求められ

そうである。器形の特徴から見て、仙台市の大遵寺窯跡 は 3)、 陶邑の I型式 2～ 3段階 健 4)

のものに類似する。

次に埴輪の出土状況であるが、 1号墳では、周イ皇がほとんど埋まった段階で、ほぼ同時期に

埴輪が入り込み、破片ではあるが個体の原形をとどめているものもある。また朝顔形埴輪片は、

5つの円筒埴輪片の間隔をおいて出土しており、ほぼ 5～ 6本の円筒埴輪の間隔をおいて立て

並べられていたと考えられる。 2号墳では、周迫底面からまとまって出土し、 1号墳の出土状

況とは、異なった様相を呈している。なお、器形から見ても、朝顔形埴輪片が多い。

古墳の築造年代は、両古墳とも調査区内で主体部を検出できなかったこともあり、判断しが



たいが、 1号墳から出土した埴輪が、 5世紀末から6世紀初頭に造られたと考えられる裏町

古墳 儲5)と 類似する。また、出土した須恵器際片の年代が、 5世紀後半から6世紀初頭健 6)

と考えられる。 これらのことから、1号墳の築造年代は、5世紀後半から6世紀の初頭と推定

され、 2号墳も、出土した埴輪に差異を見い出せないことから、さほど時期をへだてたもので

はないであるう。

両古墳の埋まり始めた時期であるが、 1号墳の周ヤ皇内堆積土からは、埴輪以外の遺物を出土

せず、堆積土上面に埴輪が集中する。このことから、あまり時間を経ずに埋まったものと考え

られる。 2号墳周海の堆積土Ⅱ～Ⅲ層からは、埴輪以外の遺物を出土せず、 I層 からはロクロ

使用の土師器を出土している。よって、平安時代まで長い時間を経て埋まったものと考えられ

る。また、 5層上面で検出できる1号濤からも、ロクロ使用の土師器が出土しており、それ

以降の遺物を全く合まないことから、平安時代頃には両古墳とも同追は埋まり、徴地形としての

高まりはあったものの、墳丘と言えるような高まりは失われていたと考えられる。

大野田周辺は、今回検出した1号墳の他にも、王ノ壇古墳、春日社古墳、鳥居塚古墳 健7)、

五反田古墳 傲8)な どがあり、宿在家、皿屋敷付近からも埴輪片が採集され、古墳のあった可

能性が指摘されている (註 9)。 また未知報告であるが、春日社古墳、鳥居塚古塚からも、円筒埴

輪や一部形象埴輪片も出土している にl⑪ 。これらのことから、名取川の】ヒ岸から魚川の流域一

帯は、埴輪をもつた古墳群が形成されていたと考えられる。 (長島栄―)

註

註 1 仙台市教育委員会、仙台市富沢『裏町古墳発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第 7集

1975. 3

註 2 古窯跡研究報告第 3冊 『富沢窯跡』 1975.9

註 3 古窯跡研究会研究報告第 4冊『陸奥国官窯跡群Ⅱ』1976.5

註 4 中村浩『和泉陶邑窯の研究』柏書房1981.11.大阪府教育委員会・財団法人大阪文化財セン

ター『陶邑』 I～ Ⅲ1976.1977.11978.

註 5 註 1と 同

註 6 渡辺泰伸『東北古墳時代須恵器の様相と編年』古窯跡研究会研究報告第 6冊「陸奥国官窯跡

群Ⅵ」1981.3.他註 4と 同

註 7 仙台市教育委員会『′烏居塚・春日社古墳』発掘調査現地説明会資料 .1978.1

誰 8 仙台市教育委員会 .日 本電信電話公社東北電気通信局『六反田追跡』仙台市文化財調査報告

書第34集 1981.12

註 9 宮城教育大学考古学研究会『名取川水系遺跡分布調査』「宮教考古」 5。 1973 渡辺仲行

『埴輪を通してみた東耳ヒ地方古墳時代社会の研究』東北大学大学院文学研究科修士論文

註10 註 7と 同
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第 5図 13)遺物実測図

埴輪 計 測 表 健 物実測図番号に文寸応 )

番号 名 称 出上位置 器高 日径 底雹
器  厚 凸  帝 透 孔 i叛

儲色 調 備

口端 中段 下段 均巾「均雇 縦経 横経

ユ 円筒埴 輪 1号墳周1皇 26 3 159 ■ 1 08 07 台形 67
えＹＲ
橙 霙署:型読品宅旨ぁ彎塘李

=の

ち十]瑞機ナ
デ、 4本の線刻あり

2 円筒 埴 輪 1号墳同1皇 27 5 16 0 07 11 13 07 08 台形 54)
5YR%
橙

表面 :刷 毛日のち一部頂ナデ
褒面 :一部刷毛日のち指ナデのち口端横ナ

3 円筒埴 輪 1号蹟周,皇 52 2 12 08 台形 48 70
5YR/
にない橙
嚢8:世 !蔀鳥宅旨房甘婚手〓のち口端横ナ
デ 6ムの線宏Jあ り

円筒 埴 輪 1号墳周1皇
お

α

３８

＋
11 12 07 08 台形

2 5YR%
橙
表面 :刷 毛目のち一部横ナデ

裏面 :指チデ

5 円筒埴 輸 追構検出面
２０

＋
09 07 台形 5+

％

橙
５
淡 轟屠:型訴昂宅旨あ営婚事:のち口瑞に横

ナデ 4本 の線夕Jあ り

6 円筒埴 輪 1号墳周1皇
３０

＋
11 12 台形 69 19

％ＹＲ
橙

面

面

刷毛日のち一言I積 ナデ

ー部刷毛目のら指ナデ

7 円筒 埴 輪 1号 llH周漫
２８

＋
12 07 07 台形 16

7 5YR/
にない糧

面

面

表

纂

吊よ毛目のち一部糠チテ

指ナデ

8 円筒埴 輪 1号墳周1皇
ヽ

α

‐９

■
14 台形 14

7 5YR%
にぶい袴

面

面

表

藁

刷毛目のち一書L横 ナテ

オ旨ナデ

9 朝顔形埴輪 1号墳周1皇 10
％

橙

５

淡

表面 :吊 J毛 目のち―部機ナデ 朱塗り
裏面 :一部用J毛 目

10 朝顔形埴輪 1号墳周湿
Ｏ

α

２６

■
I] 台形

5YR亥
に本い柁

表面 :刷 毛日のち一部横ナデ 朱塗り
襲面 :ヘ ラナデ ー部刷毛日

11 朝顔形埴輪 2号墳周1皇
マ

α

‐３

＋

10Y R%
灰  白

表面 :刷 毛目のち一部機ナデ

瑛面 :指ナデ、一部ベラナデと横ナデ

12 朝顔形埴輪 2号墳周1皇
135 ％

悟
ＹＫ
賛

７

浅

表面 :刷 毛目のち―をI横 ナデ

褒面 :指 ナデ、口端横ナデ

朝顔形態 命 1号墳周,皇 10 11 10 18
2 5YR%
橙

画

面

刷毛目のち一部機ナデ 朱塗 り

朝顔形埴輪 2号墳周浬
２８

＋
10 台形

5YR%
淡  性

面

面

用J毛 日のち一部横すテ

指ナデ、横チデ
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図版 4 1号 墳埴輸出土状況

図版 5 1号 墳埴輸出土状況

持:室転

図版 6 2号 墳埴輸出土状況



図片 7 1号 墳埴輸出土状況

図版 8 1号 墳 l直輸出土状況

図版 9 出土遺物
1号墳出土円筒埴輪 (第 5図-2) 1号墳出土円筒埴輪 (第 5図-1)
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1号墳出土円筒埴輪
(第 5図-4)

1号墳出土朝顔形埴輪
(第 5図-10)

I号墳出土朝顔形埴輪
(第 5図-13)

1号墳出土円筒埴輪 (第 5図-6) 1号墳出土円筒埴輪線刻 (第 5図-6)

1号墳出土円筒埴輸 (第 5図-5)



跡連逗原河後

1.遺跡の位置と環境

遺跡は仙台市の南東部の沖積地、名取市との境界に位置する。南仙台駅から南東へ1.骰 m、 国

道 4号線仙台バイパスから東へ 500mの地点である。遺跡の西方 5 kmに は奥羽山脈に連なる、

標高200m程の高館丘陵が延びており、名取平野に東面している。北方1.5kmに は二日峠を源と

する名取川が東流、広瀬川と合流して太平洋に注ぎこんでいる。追跡はこの名取川の形成した。

自然堤防上に位置している。

周辺の追跡としては、西方に縄文時代前期の大集落跡である今熊野遺跡、糸亀文時代後期から

晩期を中心とした金剛寺貝塚、古墳時代の集落跡である清水・安久東・栗追跡が分布しており、

古くから自然条件に恵まれた地であることが理解できる。

2.調 査 経 過

申請地北側に 5× 15mの トレンチを設定し、重機で攪乱層の排上を行った。調査区の基本覆

位は、 I・ Ⅱ層耕作土、Ⅲ層黒褐色粘土質シルト、IV層黄褐色シルト質粘土 (地山)に分けら

れる。排土中、北壁Ⅱ層下部で土師器甕片が出土したため、人力でトレンチを2× 4m拡張し

た結果、拡張部Ⅲ層下部で土師器甕片、須恵器チ不等が出土した。次に、Ⅲ層上面で精査、遺構果、」

第 1図 調査区位置図



確認を行い、南西コーナーで土壊状のプランを検出した。また、拡張部で焼土を含んだⅢ層が

南北 2m、 南西 lm程の不定形をもって広がっているのを検出、2 cm程掘り下げたところ、国

くひきしまった焼土と土師器甕片が出土した。

次に、 トレンチ内Ⅲ層を排出し、Ⅳ層上面で精査を行い、ビット2個 を検出した。

3.発見遺構

土境  トレンチ南西コーナーⅢ層上面で検出。西壁で lm、 南壁で1.3m、 深さ50cmを計る。堆

積土は I・ Ⅲ層攪乱土であり、遺物を包合しない。回りの状況から拡張できなかったため性格等

は不明であり、濤跡の可能性もあるが、いずれにせよ新しい時期の遺構と考えられる。

焼土 トレンチ拡張部Ⅲ層上面で検出。プランは検出面で25× 15cm、 深さ 5 cmを 計り、 2～ 3

cm程の固い焼土粒を多く合み、遺物は出土しない。/卜さな焼土粒の広がりが40× 30cm程の範囲

で見られる。

ピット Ⅳ層上面、焼土遺構の南西約 3m、 南東約 5mで 1個ずつ検出。プランは検出面で30

×30cm、 40× 40cmで深さはいずれも 5 cm程である。堆積土はⅢ層で遺物は出土しない。

4.出土遺物

Ⅱ層出土遺物 土師器甕口縁部が 9点、須恵器邦 2点が焼土遺構上部のⅡ層下部より出土して

いる。その他土師器片、須恵器が少量出土しているが、復元可能な個体は皆無である。

(1)土師器 (第 2図 1～ 9)甕 の国縁部が 9個体あるが、欠損部分が多く器形の全体がわか

るものはない。 1は 口縁部が「く」字に外反して端部に丸味を持つ。口径が推定で22.5cmを 計る。

器面調整は外面の口縁にすデ、体部上半に縦位のハケメが施され、内面は体部上半が横位のハ

ケメにより調整される。 2は、ロクロ使用、体部からわずかに内弯気味に立ち上がり口縁部に

至る。口径は推定で25.7cmを 計る。 3は、体部上端で丸味を持って立ち上がり、口縁部が「く」

字状に外反、端部に沈線状の凹みが回っている。口径は推定で21.2cmを 計る。器面調整は外面

がロクロナデ、内面が口縁部・体部上半にヘラミガキがなされている。 4は、体部上半が内傾

し、日縁部は小さく外反、端部は下端が幾分下にのびている。器面調整は外面の口縁にナデ、

体部上半に縦位のハケメが施され、内面は口縁部がナデ、体部上半が横位のハケメにより調整

される。 5～ 9は ロクロ使用である。 5は、日縁部下半で器厚が薄く、端部にいくにつれて器

厚を増す。外面にロクロ調整、内面にミガキの調整がなされている。 6は、内傾する体部から

口縁部が「く」の字状に外反し、端部がわずかに直立して受口状を呈す。外面にロクロ調整の

調整が観察されるが、内面は不明である。 7は、直立する体部から回縁部が外反し、口端部に

浅い沈線状の凹みが回っている。外面にロクロ調整、内面にミガキの調整が施されている。 8

は、口縁部が外反し、端部で下端が下にのびている。外面にロクロ調整、内面は日縁にミガキ

の調整が施されている。 9は、体部が内傾しながら立ち上がり、口縁部はわずかに外方に引き
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出されている。

(2)須恵器 (第 2図 10～11) r7xが 2点ある。10は 口縁部が欠損し器高は不明だが、回転糸切

り無調整で底径 6 cmを 計る。■は、底部から口縁部にかけてわずかに丸味を持ち、内弯気味に

立ち上がり、回転糸切り無調整で底径6.2cm、 日縁径14.8cm、 器高 4.9cmを 計りややゆがみがあ

る。

Ⅲ層出土遺物  底部から体部下端の土師器甕片 1点のみである。底径は 6.4 cmを 計るがその

他詳細は不明である。ロクロ成形により体部下端に横位のヘラケズリが、底部に手持ちヘラケ

ズリが施されている (第 2図 12)。

5.ま  と め

① 焼土、ピットの検出、土器の出土状況などから見て、E層下部からⅢ層上部にかけて、竪

穴住居の存在が考えられるが、耕作等の攪乱が著しく、住居跡の壁、床面、カマド等が削平

されたものと見られる。焼土は、竪穴住居跡のカマド燃焼部の基底面であり、 2イ国のピット

はそれに伴う柱穴の痕跡と理解したい。

② 後河原遺跡は、出土遺物から見て平安時代の集落跡と考えられるが、かなり攪乱を受けて

いることから、各遺構および集落全体を理解するに至らなかつた。今後の調査結果を待つて

なお検討を要する。(加藤正範)

出 土 遺 物



跡迫逗泉/1ヽ南

1.遺跡の位置と環境

南小泉遺跡は、仙台駅の東南約 4 km、 霞ノロ飛行場から仙台バイパスをはさんで西に大きく

広がる遺跡である。主に弥生時代から平安時代にかけて、東北でも有数の大集落跡で、この地

域は「霞ノロ低地」と呼ばれ、広瀬川の現世につづく氾濫原である。遺跡の中心には東北で第

3位の規模の前方後円墳である遠見塚古墳、東には仙台市東郊条里跡、西には横穴式石室をも

つ法領塚古墳などがある。また、北方約 l kmに は陸奥国分寺 。同尼寺が位置し、歴史的環境に

恵まれた地域であるが、近年来、宅地化が著しく進行している。

2.調 査 経 過

仙台市南小泉四丁目10-2菅原多利蔵氏より、遠見塚一丁目10-1他において個人住宅建築

用地の造成工事に伴い、昭和56年 6月 発掘届が提出されたので、敷地内の遺構確認調査を実施

した。敷地の南東部に8.5X14.5mの南北方向のトレンチを設定し、土砂を排除したところ、

標高約11.2mの現地表面から、深さ20～50cmの耕作土(I層 )の下の掲色粘土質シルト層(Ⅱ 層)

上面で、土竣 3基、濤跡 2条、ピット4個 を発見した。また、調査区南東隅では、 I層下面か

ら多量の土師器破片を集中して出土している。さらに、調査区北壁にそって掘り下げたところ、

調査区北東隅で竪穴遺構 1基を発見した。

今回の調査は、事前協議の段階で、遺構面を損壊しないような盛土措置をとった後に住宅の

建築が行われることが確認されていたために、遺構の堆積土を掘りあげることはせず、遺構の

確認調査にとどめた。

第 1図 調査区位置図



3.発見遺構・出土遺物

1号竪穴遺構 調査区北東隅で、調査区北壁にそって褐色粘土質シルト層 (Ⅱ 層)を約20cm掘

り下げたところ発見した。一部を検出しただけで、全形・規模ともに不明であるが、深さ10～

15帥程で、堆積土は暗褐色粘土質シルトで、多量の炭化物を含んでいる。

(出土追物)土 師器高ナ不・ナ不。甕を出土しており、図化できたものは 6点である。

高17Nは一個体に接合・復元できたものはなく、ナ不部または脚部の破片である。

第 3図 1は、耶部の%破片で、体部外面に2本の稜線がめぐり、底部から下位の稜線にかけ

て強く外傾し、体部は上位の稜線を介して二段に外反する。上位の稜線の内側には段を有する。

器面は、磨耗が著しいが、内外面の一部にヘラミガキが観察される。

第 3図 2は、脚部の柱状部分で、裾部は欠損しているが、ナ不底部がわずかに残存している。

筒状の柱状部は直立に近く、下端がわずかに太い。外面は縦位のヘラケズリ、内面はヘラケズ

リ、ナデが施されている。

第 3図 3は、脚裾部の%破片である。外面はなだらかに広がり、先端はわずかに反り上がる。

柱状部分との境は明瞭ではないが、残存部内面上端が直立ぎみに立ち上がる。器面調整は、外

面が縦位のヘラミガキ、内面端部は横ナデが施され、その後、上半に横位のヘラミガキ、下半

に横位のヘラナデが施されている。

ナ不は図化できたものが 2点ある。

第 3図 4は、底部から体部下半にかけての破片で、底面が九く凹み、体部は内弯ぎみに緩や

かに立ち上がる。体部外面にヘラケズリが施されているが、内面の調整は磨耗が著しく不明で

0                            5m第 2図 調査区平面図



ある。 器形は壷となる可能性がある。

第 3図 5は、底部から口縁部にかけての/破片で、丸底の底部から緩やかに立ち上がり、日

縁部は直立ぎみに立ち上がる。器面が磨耗していて明瞭ではないが、外面は体部にヘラケズリ、

口縁部に横ナデが、内面は体部に放射状のヘラミガキ、口縁部に横ナデが施されている。

甕は小破片が多く、 1点のみ図化できた。

第 3図 6は 、口頸部の%破片で、頸部からタド反して開く。外面は口縁部に横ナデが、その後、

頸部には体部に続く縦位のナデが、内面は横位のヘラナデが施されている。

1号土境 調査区北東部、Ⅱ層上面で発見した。検出面での平面形は楕円形で、大きさは120

× 110 cmで ある。堆積土を掘りあげてぃないため、詳細は不明である。

2号土壊 調査区耳ヒ西隅、Ⅲ層上面で発見した。一部を検出しただけで、全形・規模ともに

不明であるが、深さは30～40cm程で、堆積土は暗褐色シルトで、炭化物を多く含んでいる。

(出土遺物)九 瓦、土師器ナ不・甕を出土している。

第 3図 7は、有段の九瓦の破片である。凸面は縄叩きの後、全面をスリ消している。凹面に布

目痕があり、 l cmあ たり6～ 8本の糸目を数え、布の継ぎ目痕がみられる。

第 3図 8は、口径13.7cm、 底径6.Ocm、 器高4.2cmの 完形の上師器ナ不で、ロクロ成形により、

底部切離しは回転糸切り技法である。体部下端に右回りの手持ちヘラケズリが施されている。

内面は、体部に斜位のヘラミガキの後、底部から体部にかけて放射状のヘラミガキが施され、

黒色処理されている。

第 3図 9は、土師器の長胴甕の口縁部から体部下半にかけての%破片である。日縁部は「く」

字状に外反し、口唇部がやや直立ぎみに立ち上がり、受口状を呈す。内外面にロクロ調整が、

体部下半外面にヘラケズリが施されている。

第 3図 10は 、土師器の長胴甕の日縁部から体部にかけての%破片である。日縁部は「く」字

状に外反し、端部外側に沈線がめぐる。内外面ともロクロ調整が施されている。

3号土墳 調査区南東部、 I層上面で発見した。検出面での平面形はほば円形で、大きさは

110× 100 cm、 深さは 5～ 10cm程である。堆積土は褐色粘土質シルトで、焼土粒、炭化物を合

んでいる。

(出土遺物)土 師器壷 (第 4図 1)が完形のまま倒立した形で出土した。底部は九底で、体部は

内弯ぎみに立ち上がる算盤玉形を呈し、頸部で屈
^曲 し、外反する口縁部をもつ。最大径の位置

は体部中央よりわずかに上にあり、最大径は器高よりも大きい。体部上半に巻き上げ痕がみら

れ、底部内面中央がわずかに凹む。外面は、体部上半に斜位のハケメ、最大径部分に横位のハ

ケメ、体部下半にヘラケズリが施されているが、口縁部は磨耗しており不明である。内面は、

体部にハケメの後、底部から体部にかけてナデが、日縁部に横位のハケメの後、ナデが施され



ている。内外両面には朱が塗られ、体部下半内面にはスス状炭化物も付着している。底部内面

には、粒長 6.9 mm、 粒幅3.7mmの モミと思われる圧痕 (図版 4)が認められる。

1号溝 調査区を南北方向に延びる濤で、Ⅲ層上面で発見した。検出面での上端幅は 160～

120 cmで ある。調査区北壁の観察によれば、深さ60cm、 底幅25cm程で、西壁は直線的な立ち上

がりを呈すが、東壁は底面から15cm程立ち上がった後、幅80～ 50cm程平坦面をなしている。堆

積土は褐色系シルト質粘土で、酸化鉄を含んでいる。

2号溝 調査区を南耳し方向に延びる濤で、Ⅱ層上面で発見した。検出面での上端幅は80～ 55

cmである。調査区】ヒ壁の観察によれば、深さ15cm、 底幅20cm程で、断面形は扁平なU字形を呈

す。堆積土は黒褐色シルトである。

ピット 調査区】ヒ西部、 1号濤の周辺、Ⅱ層上面で、大きさ60～10cmの円形ないし楕円形の

ピットを4個発見したが、完掘していないために言羊糸田は不明である。

遺物集中区 調査区南東隅、耕作土(I層 )下面から多量の土師器破片を集中して出土したが、

Ⅱ層上面で追構を発見することはできなかった。

(出土遺物)土 師器瓢・高ナ不・重■不の破片を出土してぃるが、図化できたものは次の 4点であ

る。

第 4図 2は、甑で、ほぼ完全な形に接合・復元することができた。体部は緩やかに立ち上が
｀

り、日縁部で外側に開く。平底の底部中央に径 2 cm前 後の孔を 1個有し、底部外面にヘラケ

ズリを施した後、ヘラで焼成前に穿孔している。外面は、日縁部横ナデの後、体部上半に維位

のハケメ、さらに体部下半にヘラケズリが施されている。内面は、体部下半に横位のハケメの

後、体部上半から口縁部にかけて横位のハケメとヘラナデが施されている。

第 4図 3は、高ナ不の郊部の%破片である。体部外面に段がつき、口縁部にかけて外反する。

外面は、横ナデの後、縦位のヘラミガキが施されている。内面は、段の内側および口縁部に横

ナデが施され、その後、縦位のヘラミガキが施されている。

第 4図 4は、甕の口縁部の%破片で、頸部から「く」字状に外反する。内外面とも横位のヘラ

ナデが施されている。

第 4図 5は、壺の口縁部から体部にかけての破片である。体部は球形に近く、頸部ですばま

り、口縁部は外傾する。器面の磨耗が著しいが、外面は、体部から頸部にかけて縦位のヘラナ

デが、日縁部に横位のヘラナデが施され、内面は横位のヘラナデが施されている。巻き上げ痕

がみられる。



4。 ま と め

今回の調査は、遺構確認にとどまり、全ての遺構の堆積土を掘りあげなかったために、調査

区内の遺構の性格、関連について充分に検討を加えることはできなかった。

出土遺物の観察から、 1号竪穴遺構は、邪体部外面に2本の稜帯をもつ高郷 (第 3図 1)が

塩釜式期に入る可能性もあるが(註 1)、 南小泉式期の特長を有する土器が多く、また、 3号土

媛からも塩釜式期に近い特長をもつ、体部が算盤玉形の内外面朱塗りの重 (第 4図 1)を 出土

しており、古墳時代前期から中期にかけての遺構と考えられる。

遺物集中区は、出土した土器の殆んどが南小泉式期のものと考えられるが、甑 (第 4図 2)

は、器形・器面調整が栗囲式期のものと類似しており(註 2)、 まとまって出土した土器の中で

も、古墳時代中期と後期とに分けられる。

2号土獲は、出土した土師器の製作にロクロを使用しており、平安時代の遺構と考えられる。

1号土壊、 1号・ 2号濤、ピットに関しては、完掘していないために時期は不明である。

以上のことから、今回の調査区内では、古墳時代前期から後期にかけての遺構と、平安時代

の遺構が発見され、調査区の周辺にも遺構の分布が広がることが推定できる。 (金森安孝)
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仏像彫刻緊急実態調査略報Π

調 査 員  渡辺洋一、佐藤 泰 (仙台市博物館学芸員)

調査補助員  岡崎修子 (東北大学文学部OG)

岩佐光晴 (東北大学文学部東洋日本美術史研究室研究生)

仏像彫刻の調査は昨年度に引き続き2ヶ 年目に当るが、今年度は、昨年度が指定物件中心の

調査に重点をおいたのに対し、昨年度精査には至らなかった各寺院の本尊を主眼とし、これま

であまり知られていなかった物件の洗い出し調査を行なった。

調査に当っては、仙台市教育委員会社会教育課文化財管理係が主体となり、仙台市博物館学

芸室、東北大学文学部東洋日本美術史研究室の協力を得てこれを行なった。また調査上の疑問

点その他については、仙台市文化財保護委員会委員亀田孜東北大学名誉教授及び、仙台市博物

館学芸室長浜田直嗣氏の指導を受けた。

(調査概要〉

今年度は、下表で示したように、15件89躯 (う ち35躯 を精査)の調査を行なった (仙岳院に

ついては別記兆

昭和56年度仏像彫刻調査実施箇所一覧表       (。 Fコは精査)

寺 社 名 調査 日 調 査 員 補 助 員 仏 像 年   代 備   考

報  恩  寺 56 5  8
6 15

渡辺洋一

佐藤 泰
岡崎修子 ○阿弥陀如来立像 (本尊)

○二十五菩薩 (脇侍)

○阿弥陀如来立像

地蔵菩薩立像

弁財天立像

江戸後期

朝
就
炉
ク

半丈六仏

坐像 2躯 (聖観音・勢至)

立像23躯

(う ち半数は後補)

定義如来

境内地内弁天堂内安置

成 覚 寺 5 14 渡辺 佐藤 岡崎 ○阿弥陀如来立像 (本尊)

○聖観世音菩薩立像 (脇侍)

○勢至菩薩立像 (″ )

地蔵菩薩立像

聖観世音菩薩立像

聖観世音菩薩立像

江戸前期

江戸後期

平安後期

元禄頃の作か ?

本尊と同一作

仙台二十二番札所観音十

六番札所本尊。宮城県指

定有形文化財 (昭494
30指定)昭和55年度精査



寺 社  名 調査 日 調 査 員 補 助 員 仏 像 年  代 備    考

大  法  寺 5 25

12 16

渡辺 岡崎 ○阿弥陀如来坐像 (本専)

地蔵菩薩立像

誕 生 仏

江戸前期

江戸後期

不 詳

万治頃の作か?

金銅仏

大  梅  寺 渡辺・佐藤 岡崎

岩佐光晴

○釈迦如来立像 (本尊)

O昆沙門天立像
雲居国師坐像

鎌倉後期

南北朝

江戸前期 元禄頃の作か?

昭和55年度精査

大  満  寺 6 1 渡辺 岡崎・岩佐 釈迦如来坐像 (本尊)

聖観世音菩薩

文殊菩薩立像

○虚空蔵菩薩坐像

○月光苦薩立像

○日光菩薩立像

毘沙門天立像

不動明工立像

千体仏

現 代

江戸後期

中 世
江戸前期

近 世

戦後の作

虚空蔵堂本尊

万治頃の作か

文化四年の銘

明治二十年の銘

無銘 (文化以前の作)

以上450躯

光 明 寺 6 11 渡辺 岡崎 ○千手観世音菩遊立像 (本尊)

聖観世音著薩立像 (脇侍)

聖観世音菩薩立像 (″ )

地蔵菩薩立像

江 戸

江戸後期

後 補 (昭47)
ク  (ク )

ク  (ク )

正  楽  寺 6 12 渡辺 岡崎・岩佐 〇阿弥陀如来立像 (本尊)

龍樹菩薩坐像

世

戸

中

江

保 春  院 6 17 渡辺 岡崎 ○聖観世音菩薩坐像 (本尊)

不動明王立像

江戸中期

江戸

正徳 4年の作 (寺伝)

愛 宕 神 社 6 18 渡辺 岡崎 O大天狗坐像
○鳥天狗坐像

江戸後期 仁王門内 (向って右)
ケ (向 って左)
仁工門棟札に文化元年の

銘あり

円  徳  寺 6 19 渡辺 岡崎 ○阿弥陀如来立像 (本尊)

○聖観世音菩薩坐像 (脇侍)

○勢至菩薩坐像 (″ )

桃  山 度長二年の墨書銘

本尊と同一作

正  円  寺 渡辺 岡崎 阿弥陀如来立像 (本尊)

聖観世音菩薩立像 (脇侍)

勢至菩薩立像 (″ )

○愛宕尊像

○六地蔵菩薩立像

1監
・凱・卸持地・艦障

江 戸

江戸中期

本尊と同一作

享保元年の墨書銘札あり

昌 繁 寺 6 25 渡辺 岡崎 阿弥陀如来立像 (本尊)

聖観世音菩薩立像 (脇侍)

勢至菩薩立像 (″ )

阿弥陀如来立像

阿弥陀如来坐像

釈迦如来坐像

○十一面観世昔菩薩立像

江  戸

世

　

一声
倉

中

　

江

鎌

後補 あり

仙台三十二番札所観音五

番札所本尊

後補 (高村光雲捕作)



寺 社 名 調査 日 調 査 員 補 助 員 仏 像 年  代 備    考

仙  岳  院 別 掲 載

満  願 寺 渡辺 阿弥陀如来立像

聖観世吉菩薩立像

○聖観世音菩薩坐像

○羽「樹観世音害薩坐像

江 戸

中 世

江戸中期

金銅仏 元々懸仏であっ
たもの ?

元文四年の銘 (厨子底部)

施  善  寺 9 16 渡辺 岡崎 阿弥陀如来立像 (本尊)

O聖観世音菩薩坐像

詳

戸

不

江 仙台三十二番札所観音二

十九番札所本尊

龍 室 寺 渡辺 岩佐 ○釈迦如来立像 (本尊)

普賢菩薩坐像 (脇侍)

文殊菩薩坐像 (ク )

鎌 倉

江戸前期

清涼寺仏 国指定重要文
化財 (明 36415指 字)

|:を言5ξ三き岳簿|

今年度の調査では、鎌倉時代の作と考えられる大梅寺本尊釈迦如来立像 (写真 1)、 昌繁寺蔵

の十一面観世音菩薩立
惨
(写真 2X南北朝時代頃の作と考えられる報恩寺蔵の阿弥陀如来立

烙

(写真 3)、 大梅寺蔵の昆沙門天立像 (写真 4)、 そして時代までは規定出来ないが備造その他か

ら見て中世の作と考えられるものに大満寺蔵の虚空蔵菩薩坐
各
(写真 5)、 正楽寺本尊阿弥陀如

来立像 (写真 6)な ど10躯の存在が明らかとなった。これらのなかには秘仏であるため詳細な

調査をなし得ないものもあったが、今回の調査で初めてその実態を明らかにした物件がほとん

どであった。

また、円徳寺本尊阿弥陀三尊
答
(写真 7)や、正円寺蔵の愛宕尊像 。六地蔵菩薩立

絡
(写真

8)のように像内に墨書銘があって、その製作年代・作者の明らかなものもあった。

そのほか他ではあまり類例のない物件としては、上記の正円寺の愛宕尊像のほかに愛宕神社

の天狗像 (写真 9・ 10)、 報恩寺本尊の半丈六の阿弥陀如来立像と二十五菩薩 (写真11)な どが挙

げられる。

ところで、これらの調査に当っては下記に示した所有者である寺院・神社の御好意に依ると

ころが大きく、この場を借りて心から感謝申し上げる次第である。

愛宕神社・円徳寺 。光明寺・正円寺・成覚寺 。昌繁寺・正楽寺 。大梅寺 。大法寺・大満寺



報恩寺・保春院・満願寺・lTh善寺・龍宝寺

(言主〉

1.「仏像彫刻緊急実態調査略報」(仙台市文化財調査報告書第28集『年報 2』 収録)参照

2.高村光雲の手による後補が成されている。

3.定義如来と通称されている。

4.向 山虚空蔵堂本尊で秘仏として十二年に一度丑年に御開帳があるのみである。

5.背面背蓋内ぐり部分と仏頭内ぐり内の 2ヶ所に「慶長二年大仏師宗印及び善二郎作」の墨書銘が

ある。

6.愛宕尊像躯内に享保元年に愛宕尊及び六地蔵を製作した折の由来を記した墨書銘木札が入ってい

る。

7 天狗像の安置されている仁王門の棟札に文化元年の銘が見えることから、この像はこの時の作と

考えられる。

首
本

写

写真 1 写真 2 写真 3 写真 4



写真 7

写真 5

写真 6

写真 8

写真10 写真11



仙 岳 院 仏 像 調 査 概 報

昨年度来行なっている仏像彫刻緊急実態調査の一環として昭和54年 12月 に行なった仙岳院の

予備調査において、仙岳院は在仙寺院中最も仏像彫刻の数が多く、しかもその種類が多彩であ

ることがわかった。そこで本年度、仙岳院住職吉田正賢氏の好意により、仙台市博物館及び東北

大学文学部東洋日本美術史研究室の協力を得て本調査を実施した。

ここに記したのはその調査結果の概報である。

調査期間 :昭和56年 7月 29日 ～31日 。同年 8月 3日 ～7日 の実働 8日 間 (う ち調査 6日 間・整

理 2日 間)

調 査 員 :渡辺洋一・佐藤 泰 (仙台市博物館学芸員)

調査補助員 :岡崎修子 (東北大学文学部OG)。 岩佐 光晴 (東北大学文学部東洋日本美術史研

究室研究生)。 佐藤英子 (東北学院大学文学部学部史学科学生)

調査対象 :仙岳院所蔵の仏像彫刻・仏画 (前半 4日 間が彫刻・後半 2日 間が仏画の調査)

なお、調査上出た疑問点その他については、仙台市博物館の浜田直嗣学芸室長の指導助言を

受けた。

調査概要

仙岳院は今回の調査結果を見てもわかるように、在仙寺院では珍しく数多くの仏像・仏画を

所蔵 している。これは仙岳院が天台宗の寺院であり、そもそも密教系寺院がその教理からも比

較的多くの仏像・仏画を必要とするということもあるが、その大きな原因として仙岳院が藩政

時代東照宮別当寺として寺領五十貫文七人扶を領し、仙台藩御一門格寺院の筆頭に位置した藩
(2)

中有数の大寺
塩F、
伊達家をはじめとした家中の重臣等からその多くが寄進されたことがあげ

られる。

従って、必然的に江戸時代の作が大半を占めることになるのだが、上記の理由からその由緒

製作年代、作者のはっきりしているものも多く、仙台における近世の基準作になり得る貴重な

資料であるといえよう。

1,仏像彫刻

仙岳院所蔵の仏像彫刻の総数は131躯を数え、しかも表 1で示したとおり如来部像・菩醇部像

明王部像・天部像・肖像など多種多彩であり、中には刀八昆沙門天坐像 (No62・ 写真20)、 鳥枢
(4)

沙摩明王立像 (No20:写真21X茶吉尼天坐像 (N022:写真22)等 といった他ではあまり見るこ
(5)

との出来ない類例もある。

しかしこれらの中には最近作もかなりあり、今回は明らかに近世以前の作と思われる62躯 に

について精査を行なった (表 2光



またこの中には藩政時代の別当社であった東照宮境内にあり、明治初年に廃された薬師堂の

持仏もふくまれている。

その主なものには次のようなものがある。

表 1仙岳院所蔵彫像一覧表

種 類
精  査

備   考 種 類
査
獅 備   考

如来部

(27躯 )

釈迦如永1ゆ 釈迦如来立探 4) 0 天 部

(9躯 )

昆 沙 F臥 5) 昆 沙 門 天 立像 (2) 1 No31

坐像 10 1 No55 双身見沙門天立像 (2) 1

阿弥陀如来

(10

阿弥陀如来立ra17) 0 刀八毘沙門天立像 0 No62

坐陳 3) 3 No28,43,58 弁  財 ( 弁 財 天 坐 像 No23

楽師如来 1) 薬師如来坐像 1) l No l 吉  祥 ( 吉 祥 天 立 像 No47

大 日如釆(2) 大日如来坐恢 2) 0 大  黒 ( 大 黒 天 立 像 1 N053

菩薩部

(4醐こ)

観  轡的 聖 観 音 立 像 7) 4 b33.3537,38 荼 吉 尼 ( 荼吉尼天坐像 N022

坐 像 3) 2 b26, 42 雑 部
(27躯 )

神 十 二 神 将  (12)

羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅
羅

毘
折
企
底
俯
底
達
夷
虎
達
社
掲

宮
伐
迷
安
顛
研
因
波
摩
真
招
昆

No 4～ 15

十一面観音立ra14) 2 N。21, 30

坐像 1) 1 No40

千 手 観 音 立 fa11) l No46

坐fa11) 1 No45

如意輪観音坐 la12) 1 No49

馬 頭 観 音 坐 la11) 1 No19

子安観音(坐像?Xl) 1 No29

白衣観音立像 1) 0 1 No41

観 音 立 ra12) 0 童  子 (9) 制 pt迦童子立像 (2) 2 N036 51

坐 探 1) 0 衿シ島羅童子立像 (2) 2 No36 52

一又 熟 3) 文殊菩薩立像 1) 0 童 子 立 像 僻 N025 32 39

坐娯 2) 2 N027, 57 童 子 坐 像 (1 ユ No25

普  郵 3) 普 費菩薩坐像 3) 1 No56 本 地 依 〕 天 狗 立 像 (1 1 N048

勢  至(2) 勢至菩薩坐像 2) 0 武 像 (1 1 No44

地   昂隠9) 地蔵菩薩立ra11) l No34 志比寿大黒像  (1 0

坐像 6) 1 No36 布  袋  像 0

子安lLA菩薩立像2) 山 王権 現 坐像 1 N06〕

虚 空 闘 1) 虚空蔵菩薩坐ra11) 小 乗 仏 2) 来 像 (2) 0

害  図 2) 菩 薩 立 像 1) 湾像部

(7躯 )

祀 師 像 (5) 伝 教 大 師 像 (1) 0

坐 ra11) 慈 忘 大 師 像 (2) 1 No60

明二部

(8躯 )

日  凱よ1) 日光菩薩立像 1) 1 No 2 T■ 師 像 (2) 1 No54

月 旭 1) 月光菩薩立像 1) 1 No 3 肖  像(2) 伊 達 忠 宗 像 (1) 1 No61

不  動(3) 不動明王立像 2) 1 N050 筆像(孔子像か)(1 1 N024

坐 la11) 1 N025 その他

(6瓶 )

模 倣 仏 6〕 法隆寺百済観音 (1)

法華寺十一面観音(1)

平等院阿弥陀如来(1)

東大寺南大門仁王(2)

円 空 仏 仏 頭 (1)

0

金剛夜叉 2) 金剛夜叉明王立像 2) l No18

軍 奈 利 1) 軍茶利明王立fa11) 1 No17

大威 徳 1) 大威徳明王坐la11) 1 No16

鳥枢沙廓 1) 鳥枢沙摩明王立像1) 1 N。20

合計 131躯

・ 釈迦三尊像 (N055・ 56・ 57)

本尊釈迦如来坐像 (No55:写真 1)は普賢菩薩坐像 (N056:写真 2)、 文殊菩薩坐像 (No57

写真 3)を脇侍に持つ三尊形式の彫像で、本堂中央須弥壇に安置されている。

ヨ瓶とも玉眼入檜材寄木造りで、下地漆金泥塗が施されているが、釈迦如来の背面は金泥

省略されて下地の朱漆がむき出しになった近世独得の手法が用いられている。

力ゞ



元々三躯 とも像底部に「自性庵智丈」という作者銘が記されてあったが、最近の修理の際上

塗りでつぶされ、本尊のみにそのあとで朱で銘を書き直している。

寺伝によるとこの作者は不動三尊像 (No50・ 51・ 52:写真25,26・ 27)の作者と同一人物で、

仙岳院堂宇の建替えの成された江戸中期 (明和 2年頃)の作と考えられる。
(7)

。旧東照宮薬師堂持仏

薬師如来坐像 1躯 :厨子共 (No l:写真 4)、 十二神将立像12躯 (No 4～14:写真 8～ 19)、

日光菩薩立像 1躯 (No 2:写真 5)、 月光菩薩立像 1躯 (No 3:写真 6)、 薬師三尊像 :懸仏 1

面 (写真 7)

現在仙岳院本堂東側に安置されているこれらの仏像は、承応 3年 (1654年)二代藩主伊達忠

宗により建立された東照宮の一宇薬師堂に安置されていたものを神仏分離の際に仙岳院へ遷仏

したものである。

このうち薬師如来坐像は薬師堂の本尊であったものと思われ、透き漆 (内部は金箔押)塗の厨

子`に収められている。この像の底部の墨書銘によると、東照宮建立前年の承応 2年 (1653年 )

に真壁五左衛門尉正家なる人物が仏師左京に作仏させ奉納 したとあることから、東照宮の倉」建

された江戸初期の作と見ることが出来よう。

またその脇侍仏として同堂に安置されていたものと思われる十二神将立像12躯 、日光・月光

両菩薩立像各 1躯 があり、これらも十二神将のうちの招杜羅大将 (成神将 :以下大将略 :写真

18)の 台座底部に薬師如来同様の銘文が見えること、これらの作風が同様であることから見て

薬師如来と同時作と考えることが出来よう。また、十二神将の中には伐折羅 (丑神将 :写真 9)

に安政二年 (1856年)の修理銘が、宮毘羅 (子ネ申将 :写真 8)、 安底羅 (卯神将 :写真11)、 毘掲

羅 (亥榊将 :写真19)そ して前記の招杜羅には文久 2年 (1862年)の修理銘が見え、江戸未期
(8)

の修理 が成 された ことがわかる。

これらは全て玉眼入り檜材寄木造りで、薬師如来は胡粉の上に金泥塗切金の手法が取り入れ

られているほか、脇侍仏は全て胡粉の上に極彩色の仕上が成されている。なお十二神将の江戸
(9)

未期の修理は彩色部分に古い部分と新しい部分とが見えることから、主に胡粉彩色の像によく

見られる彩色部分の剣落部の補修ではないかと考えられ、日光・月光両菩薩の後補部分もこの

折のものと思われる。

・観世音菩薩像 (破損仏 :No29:写真24)

現存するのは面部から胸部にかけての前半分のみであり、これから想像して像高 2尺余の玉

眼入寄木造りの坐像であった可能性がある。材質は檜材で以前は下地漆胡粉彩色がほどこされ

ていたと思われる名残りがある。

破損仏であるとはいえ、残存部裏面内ぐり部分に「元文四年己未二月十七日、奉建立子安観



世音菩薩」とぃう江戸中期の墨書銘を有する点など近世仏の構造等を知る上で貴重な資料であ

る。

・ 十一面観世音菩薩坐像 (N030:写真23)

この像は仙台三十二番札所観音十一番札所本尊で別名「小萩観音」といわれる。

現状は頭部から胸部にかけて当初の部材が残っているほかは原形をとどめない程度まで後補

がなされてお
そ計
細は不明であるが、残存する当初の部材部分から見て、元々は彫眼ハリギリ

材一本作りの坐像で、像の構造及び材質等から見て、その製作年代は中世以前まで湖り得る可

能性もあり、仙岳院所蔵仏中最古の彫像と考えてもさしつかえなかろう。

・ 不動三尊像

仙岳院所蔵仏中最大の彫像である不動明王立像は制口毛迦童子立像 (写真25)、 沿掲羅童子立像

(写真27)を脇侍とした三尊形式を有し、本堂中央須弥壇東わきに安置されている。寺伝によ

ると仙岳院の堂宇の建替られた明和 2年頃の作とされている。

=躯 とも檜材寄木造りで、像全体に紙張漆塗の手法が用いられている。このうち不動明王・

制口毛迦童子が玉眼、沿渇羅童子が彫眼となっているが、=躯 とも後補部分があることから、冷

掲羅童子の彫眼は元々玉眼であったものを後補の際つぶして彫眼の形にしたものではないかと

考えることが出来る。
住ll

〈註〉

1「仏像彫刻緊急実態調査略報」 (仙台市文化財調査報告書第28集 『年報 2』 収録)参照
2 仙岳院蔵「御供領井配営目録」 (明暦元年乙未五月十七日付)に よる。なお仙台藩では石高制を用い
ず貫文制がそのまま残った。

3 仙台藩では寺院の格式により御一門格 (仙岳院ほか17ヶ寺)、 盃返上格 (松音寺ほか3ヶ 寺)、 着座格
(阿弥陀寺ほか25ヶ 寺)、 召出格(大願寺ほか23ヶ 寺)、 無格と階級がはっきりしていた。

4 兜跛毘沙門天 (京都の教王護国寺等に例がある)の異形として中世以降作られるようになったもので、
仙岳院蔵の像は獅子に騎し武装念怒形をした二面八管の構造を有す。

5.烏枢渋摩明王ともいい、世の全てに接して一切の汚れ・悪を浄化する偉力を有するとされ、天台密教
では五大明王 (不動・降三世・軍奈不1・ 金剛夜叉。大威徳の五つの明王を指す)中の金剛夜叉明王の代
りに北方に配される場合もあるが、主として単独で信仰され廊の前に配され便所神と同様に扱われる場

合もある。元来異像が多く、画像としてはよく見られるが仙岳院の像のように彫像として現存するのは

稀である。

6.元々ヒンズー教の女神カーリーの侍女で人肉を食べる夜叉の一種であったものが仏教に取り入れられ、
後には稲荷大明神の本地仏となる。仙岳院の像は自孤に騎した壇像風の像で彫限一本造りで像全体は胡

粉彩色が成され、袖衣には切金の手法が取り入れられている。

7.東照宮が東照大権現 (徳川家康)百五拾年の法会にあたり修理を行なっているが (「仙台東照宮本殿よ
り発見された墨書銘について」前掲書参照)、 これと前後して別当寺である仙岳院も修理が成されている

ことは仙岳院に現存する棟札により明らかである。

8.特 に見掲羅の台座内側には「文久二年十二月仏師勇之助」という修理者の墨書銘札がある。
9.顔料の種類その他から見て古堤人形に見られる手法と同様の手法が用いられているものと考えられる。
10.像全体の50%～ 60%は後世の補修により部材が替えられている。
11.そ の反対も可能。



表
2 
仙
岳
院
仏
像
彫
刻

No
.

1
2

3
4

5
7

8
9

名
称
薬
師
如
来
坐
像
日
光
菩
薩
立
像
月
光
菩
薩
立
像
十
二
神
将

毘
渇
羅
大
将
・
子

迷
企
羅
大
将

酋

研
底
羅
大
将

午

安
底
羅
大
将

申
伐
折
羅
大
将
成
真
達
羅
大
将
寅

時
代 銘
蓋
板
奉
真
壁
五
左
衡
門

尉
正
家

作
者
大
彿
師
左
京

台
座
裏

首
柄
、
さ
る
、赤
、台
座
可

薬
師
十
二
神
さ
る

台
座
裏
、
奉
真
壁
～

文
久
二
年
(1
に
同
じ
)

台
座
裏

薬
師
十
二
神
将

用
材

特
質
玉
眼
、
寄
木
造

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

所
見
胡
粉
彩
色

厨
子
内
保
存
の
た
め

文
様
が
よ
く
残
る

光
背
 
宝
塔
 1

飛
天
 4

迦
陵
頻
伽
2

蓮
弁
の
先
に
鈴

胡
粉

胡
粉
塗
り
直
し
の
痕

跡
あ
り

天
衣
破
損

胡
粉

胡
粉

胡
粉

胡
粉

右
手
先
欠
損

胡
粉

右
手
指
先
欠
損

胡
粉

胡
粉

法 量

像
 
高

31
 4

45
 9

39
 2

49
 1

52
 8

48
 3

49
 3

48
 3

48
 4

髪
際
―
下

27
 2

45
 2

45
 0

45
 3

頭
 
長

11
 0

12
9

13
 0

10
 1

13
 3

11
 0

10
 5

10
0

面
 
長

7 
1

5 
9

6 
7

6 
1

面
 
巾

66
5 
2

5 
1

5 
6

5 
5

5 
3

耳
 
―
耳

7 
3

7 
0

79
7 
1

面
 
奥

83
6

6 
2

86
7 
7

72
83

肩
 
張

15
9

16
 0

腎
 
張

22
 0

16
15
 5

腰
 
張

13
 1

12
 1

12
 7

13
 1

胸
 
厚

9 
3

7 
2

94
10
7

腹
 
厚

10
 5

10
 7

10
 5

10
6

10
 2

98
99

l要
 
厚

膝
 
高

左
55
 
右
54

膝
 
張

26
 3

裾
 
張

10
 5

20
 0

18
 6

15
 8

17
 0

台
座
高

33
 5

27
 4

27
 1

70
70

70
7 
0

70
70

29
 6

光
背
高

47
 6

57
 9

径
18
4

ぞと
  
18
 5

径
 1
85

径
  
18
 7

径
  
18
 5

39
 4

28
 0



No
17

名
称
波
夷
羅
大
将

辰

摩
虎
羅
大
将

類
弥
羅
大
将

未

宮
昆
羅
大
将

亥

招
杜
羅
大
将

丑

因
達
羅
大
将

己

五
大
明
王
破
損
仏

大
威
徳
明
王
(坐
)
軍
茶
利
明
王
①
金
剛
夜
叉
明
王
Q

時
代

台
座
裏

台
座
裏
文
久
二
年
十
二
月

彿
師
 
勇
之
助

台
座
裏

安
政
二
年
九
月
廿
五
日

明
王

銘
首
柄
 
た
つ
青

台
座
裏
 
た
つ

用
材

特
質
玉
眼
、
寄
木
造

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

玉
眼

同
左

同
左

所
見
胡
 
粉

神
像
形

胡
粉
彩
色

神
像
形

胡
粉

胡
粉

胡
粉

廠
布
貼

法 量

像
 
高

52
 2

51
 3

51
 5

50
 1

50
 5

49
 4

33
 2

52
 4

52
 4

髪
際
一
下

45
 3

44
 8

45
 1

44
 0

45
 8

23
 5

46
 6

46
 6

頭
 
長

14
 3

12
8

10
3

13
 4

11
 0

15
 0

12
 9

12
 4

面
 
長

69
5 
5

6 
9

67

面
 
巾

6 
1

61
60

5 
5

5 
8

57
6 
1

耳
 
一
耳

7 
9

77
74

74
76

70

面
 
奥

7 
3

7
 5

9 
5

7 
7

75
78

84
7 
7

肩
 
張

15
 5

15
 6

14
7

菅
 
張

腰
 
張

12
 5

13
 1

12
 3

11
 9

12
 3

11
 6

胸
 
厚

10
 3

10
 4

10
 1

11
 0

11
 0

10
 0

81
87

腕
 
厚

10
 6

10
 5

9 
8

11
 5

11
 2

10
 1

93

月 要
 
厚

膝
 
高

膝
 
張

最
前
脚
間
D1
9

裾
 
張

台
座
高

70
70

70
70

光
背
高

径
  
18
 6

径
 1
88

径
 1
87

径
  
18
 8



No
.

名
称
馬
頭
観
音
(坐
)

鳥
枢
澁
摩
明
王

(薬
向
把
使
者
像
)
十
一
面
観
吉
荼
吉
尼
ズ
弁
 
財
 
天

尊
像

不
動
三
尊
聖
観
 
音
(坐
)
文
殊
菩
薩
(坐
)

時
代 銘

厨
子
裏
狽
」

成
就
院
什
物

厨
子
内
台
座

用
材

檀
本
か
?

特
質

玉
眼

同
左

同
左
彫
眼
、
白
本
一
木
造
玉
眼

彫
眼
、
白
木

金
  
仏

所
見
紙
貼

胡
粉

肉
身
金
箔

頭
部
内
ぐ
り
あ
り

体
部
内
ぐ
り
な
し

三
眼

一
面
六
背
像

邪
鬼
を
踏
む

ド
ク
ロ
を
項
に
の
せ

ま
た
馨
チ 各
も
ド
ク
ロ

彩
色
あ
り

紙
貼

衣
部
分
に
裁
金
が
わ

ず
か
に
残
る

両
足
先
欠
損

右
手
第
一
指
欠
損

菩
薩
面
一
面
欠
損

頂
上
仏
は
清
涼
寺
式

の
髪
形
光
背
な
し

壇
像
風

ま
ゆ
、
頭
髪
、
唇
に

彩
色
、
衣
に
哉
金
を

お
く
、

自
孤
は
玉
眼
で
胡
粉

彩
色

厨
子
に
は
駒
犬
が
描

か
れ
る

八
臀
像

髪
の
根
元
ま
で
蛇
が

と
ぐ
ろ
を
巻
く
形
で

地
髪
部
を
お
お
い
頂

上
に
翁
面

金
箔
仕
上
げ
の
痕
跡

あ
り

ま
ゆ
、
日
、
日
、
ひ

げ
の
み
彩
色

衣
服
部
分
は
筆
摘
き

の
文
様

衣
は
如
来
形
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部
菩
薩
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で
宝
冠

暖
略
を
つ
け
る

左
手
、
施
無
畏
印

右
手
に
持
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を
と
る

形
だ
が
持
物
は
損
失

蓮
華
で
あ
ろ
う

ll
I子
座
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に
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す

如
来
形

法 量

像
 
高

37
 5

27
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15
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15
 5
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髪
際
―
下

31
 3

22
 7
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長

16
 7

面
 
長
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巾

7 
3

耳
 
―
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面
 
奥

11
 5

肩
 
張

膏
 
張
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大
巾
)3
15

腰
 
張
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厚

10
 3

腹
 
厚

腰
 
厚

膝
 
高

1奈
 
張

26
 5

椙
 
張

5
0
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こ)
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座
高

42
78

12
 2
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背
高

厨
子
高
 2
20

10
r子
高
 3
05
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子
高
 3
00



No
.

名
称
阿
弥
陀
如
来
(坐
)

破
損
仏
子
安
観
音
十
一
面
観
首
毘
沙
門
天
0
童
 
子
 
像

章
 
子
 
像

聖
観
音
立
像
地
蔵
菩
薩
立
像
聖
観
音
立
像

時
代 銘

胸
部
内
側
 
元
文

四
年
の
奉
建
銘
あ
り

用
材

か
つ
ら
?

警
忠

き
 
か
?

特
質
王
眼

玉
眼
(欠
)

工
眼
、
寄
木
造

彫
眼

所
見

坐
像
形
式
と
推
定
で

き
る

蓬
台
ま
で
共
本
の
一

木
造
白
木
造

紙
貼
下
地

漆
塗
り

胡
粉
彩
色

金
泥

木
肌
の
ま
ま

漆
箔
、
下
地
布
貼

左
腕
前
腰
以
下
欠

右
足
先
 
欠

自
 
豪
 
欠

右
眼
の
工
眼
露
出

右
腕
前
腰
後
補

第
二
指
欠

背
面
金
箔
省
略

右
腕
釧
銅
板
打
ち
つ

け

紙
貼

体
部
金
泥
、
彩
色

左
足
先
わ
れ

内
ぐ
り
大

厨
子
内
に
収
め
る
た

め
台
座
を
け
ず
っ
て

い
る

法 量

像
 
高

18
9

19
 1

85
 4

56
 2

19
 8

髪
際
―
下

30
 0

73
 6

頭
 
長

11
 5

20
 7

面
 
長

面
 
巾

7 
5

5 
2

耳
 
―
耳

65

面
 
興

73

肩
 
張

10
 4

19
 0

膏
 
張

22
 8

ほ要
 
張

胸
 
厚

11
 5

80

腹
 
厚

12
 5

腰
 
厚

膝
 
高

膝
 
張

裾
張

(左
)5
3

17
 0

台
座
高

(巾
)
27
 0

(蓮
座
巾
)1
90

光
背
高

65
 5

(巾
)1
85

伽 ∞

厨
子
高
10
47



い ヽ

No
.

名
称
地
蔵
三
尊
像
聖
観
音
立
像
聖
観
音
立
像
重
 
子
 
像

十
一
面
観
音
立
像
十
二
榊
】子
(亥
か
?)
聖
観
音
座
像
菩
 
薩
 
像

武
榊
像

時
代 銘

用
材
檀
木
か

杉

特
質
白
木
造

彫
眼
、
一
本
造

彫
眼
、
一
ホ
造

玉
眼

所
見
地
蔵
菩
薩
は
坐
像

衣
に
我
金
を
お
く

蓮
座
の
蓮
弁
に
も
痕

跡
あ
り

嬰
死久
、 
】宛
創
‖
も
贋移
り

出
し
檀
像
と
推
測
で

き
る

二
重
子
は
彩
色

両
腎
欠

右
足
先
欠

髪
上
部
欠

背
面
は
ほ
と
ん
ど
彫

ら
れ
ず
、
前
面
腹
部

か
ら
足
も
と
ま
で
の

モ
デ
リ
ン
グ
不
自
然

さ
あ
り
、
台
座
別
、

光
背
欠
、
白
豪
後
補

両
貸
ほ
ぞ
さ
し
こ
み

そ
れ
以
外
一
本
で
造

る

玉
眼
、
白
豪
欠

右
腎
、
左
腕
欠

両
足
先
欠

下
地
紙
貼

反
古
紙
を
賄
る

金
泥
仕
上
げ
は
後
補

も
と
は
白
土
彩
色
像

と
考
え
ら
れ
る

彩
色

両
臀
欠

右
目
部
分
損
傷

胡
粉
彩
色

唇
に
朱
彩

白
豪
な
し

哉
金
残
る

着
衣
は
如
来
形

両
手
先
を
欠
損

印
が
不
明

玉
眼
欠

漆
地
に
金
泥
で
文
様

を
描
く

唇
朱
彩
、
眉
ひ
げ
を

金
泥
で
描
く

左
手
第
二
指
欠

法 量

像
 
高

22
 5

21
 3

(宝
冠
込
)5
02

11
3

髪
際
―
下

(岩
座
～
頭
項
)

50
 7

29
 0

頭
 
長

9 
1

5 
1

7]
面
 
長

6 
7

91
83

面
 
巾

47
13
7

67
耳
 
―
耳

77
91

51
85

面
 
興

62
80

57
肩
 
張

18
 5

腎
 
張

丹要
 5
長

10
 2

13
5

10
 5

胸
 
厚

56
12
 0

月ち
ご
 
サ 弓
三

67
55

丹要
 ,
享

膝
 
高

(芹
)5
ク

月黍
 
張

裾
 
張

9 
1

台
座
高

58

13
 5

(蓮
内
径
)6
0

光
背
高

厨
子
高
 5
15



千
手
観
音
坐
像
千
手
観
音
立
像
吉
祥
天
立
像

女口
意
輪
観
音
不
動
明
王
立
像
制
比
迦
童
子
沿
掲
羅
童
子

ひ
の
き
か
?

玉
眼
、
寄
木
造

彫
眼
、
寄
木
造

肉
身
部
金
泥
塗

頭
髪
衣
部
彩
色

唇
朱
彩
、
眉
墨
描

頂
上
面
欠
、
菩
薩
面

三
面
欠

右
11
背
、
左
10
賛

左
ニ
ノ
腕
後
補

頭
飾
胸
飾
も
後
補
か

金
泥

頭
上
面
、
背
面
右

一
面
欠

右
三
手
、
左
二
手
欠

金
泥
劉
落

八
腎
像

左
右
三
腎
欠

右
足
先
欠

金
泥
塗

右
二
臀
、
左
―
管
残

(位
置
が
誤
っ
て
い
る
)

頭
飾
、
胸
飾
銅
板
製

内
ξ
lり
大

紙
貼
、
漆
塗

刃
会
1、
銅
製

胸
飾
鋼
板

唇
に
失
彩

紙
貼
深
塗

口
唇
朱
彩

紙
貼
桧
塗

両
腕
前
腰
以
下
あ
る

い
は
後
補
か
?

衣
の
文
横
、
刻
出

(膝
奥
)2
22

伽 伽



No
.

名
称
祖
師
像

釈
迦
三
尊
像

釈
迦
如
来
坐
像
普
賢
菩
薩
文
殊
菩
薩
阿
弥
陀
如
来
(坐
)
伊
達
忠
宗
坐
像
慈
恵
大
師
坐
像
山
王
権
現
刀
八
昆
沙
門

時
代 銘
背
面
、
未
書
銘

底
蓋
板
、
朱
書
銘

自
性
庵
智
丈

も
と
は
本
尊
同
様
に

銘
あ
り

同
左

胎
内
に
紙
片

墨
書
廷
宝
二
年
～

用
材

特
質
玉
眼

工
眼
、
寄
木
造

玉
眼

玉
眼

玉
眼

玉
眼

玉
眼

五
眼

所
見
表
面
漆
塗

彩
色
な
し

下
次
の
ひ
だ
部
分
に

彩
色
が
残
る

金
泥
で
塗
り
直
し
な

さ
れ
て
い
る

手
足
部
分
損
傷
あ
り

修
理
は
さ
れ
て
い
る

背
面
金
彩
省
略

顔
面
虫
喰
い
穴
多
数

螺
髪
彫
り
出
し

天
衣
部
分
欠
損

金
泥
仕
上
げ
で
あ
っ

た
も
の
を
剣
離
部
分

に
金
彩
色
し
て
上
か

ら
二
人
で
お
さ
え
こ

ん
で
い
る

赤
漆
塗
そ
の
上
に

金
泥

螺
髪
刻
出
し

右
手
第
3指
第
5指

先
欠
損

耳
後
天
引
ぎ

肉
身
部
彩
色

衣
 
黒
漆
塗

厨
子
内
に
安
置

施
錠

彩
色

白
土
を
お
き
そ
の

上
に
彩
色
文
様
を

描
く
彩
色
面
劉
離

進
行
中

耳
に
は
穴
を
室
つ

右
手
第
1指
欠
一
面
八
膏
像

玉
眼

胡
粉
彩
色

法 量

像
 
高

60
 8

35
 4

27
 2

10
 5

髪
 
―
下

51
 6

27
 2

22
 2

頭
 
長

22
 1

14
6

21
 3

11
 2

面
 
長

7 
4

79

面
 
巾

2 
3

8 
1

47

耳
 
一
耳

5 
2

80
64

83
66

面
 
奥

6 
7

92
5 
9

11
 0

65

肩
 
張

66
32
 3

17
 3

27
 3

17
 8

13
 3

青
 
羨

22
 4

17
 6

月要
 
張

胸
 
厚

9 
9

13
 9

97

腹
 
厚

22
 1

11
 0

11
 
ユ

19
 7

98

月要
 ,
享

膝
 
高

右
10
1 
左
10
4
右
50
 
左
54

右
53
 
左
55

右
99
 
左
93

右
73
 
左
66

右
47
 
左
47

右
44
 
左
42

膝
 
張

46
 6

23
 4

51
 1

25
 2

22
 3

裾
 
張

15
 8

台
座
高

光
背
高



2.仏画

仙岳院所蔵絵画中、今回調査したものは71点あり、全て軸表装のものである。

内容別に分類すると、長茶羅に類するもの10幅、攻日来像13幅、観音像 6幅、金剛像 2幅、明

王像 3幅、天部像15幅、垂逃部に属する像 7幅、祖師像及び肖像13幅、その他 2幅 となる。こ

のうち如来像として一括したが、特殊なものとして涅槃像 2、 阿弥陀来迎図 2、 の内訳がある。

また成立年代を大別すると、ほぼ三期にわけることができる。即ち、仙岳院倉」建以前 (江戸

時代初頭以前)、 倉」建当初～江戸時代中期、江戸時代後期～明治時代がそれである。このうち

遺品が最も多くまた種類も多様なのが、第Ⅱ期であると言える。伊達家祈願所として多岐にわ

たる4多法が行われた時代であったとも推察される。これに対して第Ⅲ期に比定される遺品は、

修法に際して必要とされた図像というよりは、むしろ、個人所有の鑑賞用絵画の傾向がうかが

える。また前後するが、第 I期 に属する図像は、仙岳院が中尊寺別当を長く務めているところ

から、中尊寺からの将来品である可能性も十分に考えられる。ともあれ、これら遺品の質及び

量的な変化が藩政時代の歴史的推移と照合して、興味深いものがある。以下に主なるものをと

りあげ、概説を加えてみる。

表 3仙 岳 院 仏 画
聴 名   称 作  者 材  質 法   量 落 款 箱 豊

ヨ

錘  適 慶  山 絹本着色 675× 144 長崎画師慶山筆           i元 文六年二月十三日吉宗公口写

2 不動明王尊像 大西良沢 た貫  ×164 5 入仰亮全拝領寄附之常住物

3 維摩居士像 狩野探幽 1319× 752 探幽法眼六十一歳 維厚居士夫横物―幅 狩野探幽筆 (璽製振身

4 虚空蔵尊影 警 3× 1305 文化 八辛
査岳 幹竺軽莞緊

新進之

5 涅 槃 像 麟 用」り 93  X168 5 文化 十三丙子歳 彿涅槃 白 松原笑 月謹画

6 七傍薬師 絹本着色 867× 141 5 (墓面 )季 留賀禦筆者行年六十三年謹 基

7 観 音 像 吉川霊華 392× 1072

8 釜剛面ズ 紙本着色

9 釈迦如来坐像 狩野探幽 絹本 48 5× 117 2 探幽 六十七年議

10 釈迦如来十六善神 絹本着色 605× 1143

誕生会長荼羅 膀楳 刷 734× 91 笑月謹画

12 褒黎豊棗蟹茶羅) 布 着色 722× 116 3

13 十二天  梵 天 紙本着色 406× 1035

14 水  天

15 帝釈天

月 天

17 火  天

多聞天

羅茶」天

風  天

21 日  天

地 天

餡魔天

自在天



No 名 称 作  者 材  質 法   量 落 款 箱

愛染明王像 絹本着色 1

悲母観音像 橋本雅邦

東照宮像 了  y壇 398× 967

蓮華微笑釈迦 東   澤 27 5 75 4

伝教大師尊像 紙本着色 40 × 965

慈限大師 緩茶用」り 275× 62 眺海山什物 毎歳十月二日可奉供歎

紙本着色 495X1015

慈覚大師像 絹本着色 46 × 922

天台大師 555X102 城三山弘道筆

慈恵大師 紙本着色 29 1 52 5

良忍上人 絹本着色 455× 1035 讃あり 融通念佛元祖大原良人画像

八祖大師 紙本着色 559X1261

天台大師 812× 1339

山王権現像 絹ホ着色 417× 1005 山王権現影像一幅

五 大 尊 布 着色 583× 975 (内イ具1)眺 海山常什物寄附十四世慈粧

比叡山山王祭画 紙本着色 59 ×1284 比叡櫨祝役五位上祝部 成節

四十九険 絹本着色 510× 922

預裂桑甕警轟介
尊 690× 1085

雲中阿弥陀 623× 1490 (裏倒)権僧正亮徳夢感 妻中弥陀 弄 千年

千手千眼観自在尊 紙本着色 598X101 8 千手千眼観自在尊

金剛薩妊 絹本着色 420X103 9

普賢廷命 紙本着色 328× 667

八供養井蓮華座

十鄭対
535X101

537 6

降魔大師 綾奈刷り 27 5 61 7

妙義大権現 紙本着色 262×  61 0

十六善神 265× 608

秋葉大権現 26o×  597

勝軍地蔵 260× 597

54 楊柳石槽親音 拓本 580× 1460 周福寺Fp板

三要 荒神 絹本着色 390× 910 (裏側)三賓大荒神尊像 裕善新調

三黄荒神 紙本着色 407× 879

釜岡j界大 日如来 藤原要信 380× 810 裏面)御緒所神田宗庭藤原要信 謹喬

十二天

十三中冨女寸
546× 1337

臨終弥陀来迎佛 ζ′b僧都 絹本着色 407× 1005 :臨終弥陀来迎 佛 忘心僧都真筆

来 迎 図 332× 745

自衣観着 永真 423× 780 法眼永真筆

達 摩 像 355× 1061 魯山讃達摩

受戒三尊 絹本着色 322×  548

三幅対 322×  547

322× 547

員荼羅魅 光曼奈羅) 1200× 119 2

両界憂荼羅 胎蔵界 1152× 1224

金剛界 H65X1238

涅槃図 子::写×2000

当摩曼奈羅 綾棄扇号 1775X1680 泰慈驀意方傷套[ネ雰三七菅辱条蜃
が描



来迎図 (写真28)

阿弥陀如来を本尊とし観音・勢至両菩薩を脇侍とする三尊形式の迅雲来迎図で、ななめの構

図をとり速度感を表現している。画面全体が黒ずんでおり、肉眼で細部まで観察することは困

難とも言える。各尊の肉身の部分と観音菩薩が捧げる蓮台部分がほの白く浮き出しており、ま

た主尊の袖衣の文様が黒線で認められる部分がある。

こういった様式の来迎図は鎌倉時代以降に描かれ始めたと考えられており、顔料の状態・絹

の保存状況なども考え合わせると、室町時代あたりに成立したものと推察できる。前傾する両

菩薩、 S字形の主尊のポーズなどにしなやかな筆致が認められ、極めて流麗な画像であったこ

とが想像される。

臨終弥陀来迎図 (写真29)

阿弥陀如来一尊と四十八光線の光背のみで表現された来迎図で、この光線は阿弥陀仏の四十

八大願を示している。寺伝によると恵心僧都御真筆と伝えるが、来迎図の展開上で時代的な差

異があり、肯定し難い。如来像の形式、顔料の残存度、材質の状態、などから考えても、室町

未期～江戸初期あたりに位置するものであろう。

当摩曼奈羅 (観経曼奈羅)(写真30)

観無量寿経に描かれる阿弥陀浄土の状景を絵画として表現したもので、鎌倉時代にはいって

から盛行したものである。当摩寺にそれを忠実に描いたものが所蔵されたためこの呼称がある。

仙岳院のものは紙本版木刷りで、着色が施されている。着色も入念で、一見しただけでは版木

刷りと言えぬ程であり、色彩も古様で、江戸初期までのものと考えられる。

両界景茶羅 (写真31)

大日経を所依とする胎蔵界長茶羅と、金剛項経を所依とする金剛界長茶羅とから成り、空海

が唐より将来した現図両界曼茶羅系のものである。両界曼茶羅中では小幅であるが古様を保っ

ている。江戸初期までには成立していたものであろう。これら両界晏茶羅は密教寺院における

本尊とも言うべきもので、東に胎蔵界、西に金剛界を安置するならわしがある。

維摩居土像 (写真32)

探幽法眼六十一歳の落款がある (写真33兆 また箱書には、「仙岳院什物而先年営国太守綱村

吉村両公此軸雖被懇望子細及言上 /依之村公狩野益信被仰付痛之此軸者永営院為重賓蒙不可

紛失之命毛 /眺海第十三世 /慈寛法潤記之」、と伝える。自描に近く、わずかに朱を用いた部分

がある。筆の運びも流暢で力があり、探幽実作とみなし得る描写がある。

釈迦如来坐像 (写真34)

探幽日口口六十七年書の落款がある。虫害のため落款部分に欠損があり、明確に読みとれな

い。前出の維摩居士像に比べて、筆の流れがやや硬く脆弱な感じをまぬがれない。



不動明王尊像 (写真35)

不動明王は、インド古来のシヴァ神が仏教にとり入れられ発展したものであり、密教寺院に

は欠くことのできない存在である。特に日本においてその信仰が盛んとなり、各時代を通じて

造像されている。この図像は、不動明王が岩座を踏んで中央に立ち、制ロモ迦・冷掲羅二童子を

従えるもので、最も典型的な図容であるが、形式に則 りながら自由な筆さばきをみせており格

調の高いものとなっている。また、冷掲羅童子の描写など、初期の肉筆浮世絵をイち彿 とさせる

ものがある。
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